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１．安全な作業のために 

 

危険を避けるため、設置作業の前にこの設置手順書に記載している注意事項をお読みいただき、

必ずお守りください。 

 

この設置手順書では安全上の注意事項を「警告」と「注意」の二つに区分しています。 

 

 
警 告  

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定され

る場合。軽傷または物的損害が発生する頻度が高い場合。 

 

 

 
注 意  

取扱いを誤った場合、使用者が重傷を負う可能性は少ないが、傷害を負

う危険が想定される場合、並びに物的損害のみの発生が想定される場合。 

 

 

なお、上記の「注意」に記載した事項でも、状況によっては、大きな事故につながることもあ

ります。いずれも重要な内容を記載しているので必ずお守りください。 

 

 

また、上記のシンボル以外に下記に示すシンボルも併用しています。 

 

 
禁 止  ：してはならないことを示します。 

 

 
強 制  ：しなければならないことを示します。 

 

 

安全上のご注意 

 

 
警 告 

 

設置・据付は専門の業者（電気工事の有資格者）に依頼してください。 

経験・知識等がない場合事故の原因となるおそれがあります。 

 

作業前に、パワーコンディショナ内蔵の直流入力ブレーカ、交流出力ブレーカ、

直流入力断路端子、交流分電盤内パワーコンディショナ用ブレーカ、および外部

に集電箱がある場合、集電箱（直流接続箱）内のブレーカがＯＦＦであることを

確認してください。感電の原因となるおそれがあります。 

 

太陽電池の出力電圧は高く危険ですから、活線での作業はおこなわないでくださ

い。感電の原因となるおそれがあります。 
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警 告 

 

パワーコンディショナ本体は約５５ｋｇありますので、運搬、取付作業には十分

注意してください。装置破損や事故の原因となるおそれがあります。 

 

 

 
注 意 

 

装置の設置される場所は、仕様書に決められた環境が維持されていることの確認

をおこなってください。装置故障、部品劣化等により装置の寿命を短縮させる原

因となるおそれがあります。 

 

装置には衝撃を与えないでください。 

装置故障の原因となるおそれがあります。 

 

換気口部のスペースを確保してください。 

装置故障及び事故の原因となるおそれがあります。 

 

装置の接地端子は必ず接地してください。接地しないと感電や誤動作の原因とな

るおそれがあります。 

 

パワーコンディショナ装置の設定は必ずパワーコンディショナ運転スイッチを

「停止」にした状態でおこなってください。 

運転中に設定変更をおこなうと装置故障の原因となるおそれがあります。 

 

パワーコンディショナの保護カバーおよび端子台カバー以外は外さないでくだ

さい。誤動作や装置故障、感電の原因となります。 

 

直流回路の接地はおこなわないでください。 

装置が正常に動作しません。 

 

配線は、パワーコンディショナ底面の配線口カバーに穴をあけておこなってくだ

さい。配線口カバーに穴をあける際は、パワーコンディショナ本体から配線口カ

バーを取り外して加工をおこなってください。加工による内部破損や飛散した金

属粉が装置故障の原因となるおそれがあります。 

 

配線口カバーの穴あけ部分はブッシングを使用し、パテ埋め等養生をおこなって

ください。養生が不十分の場合、雨水の浸入により装置故障の原因となるおそれ

があります。 

 

装置の設置される場所は、仕様書に決められた環境が維持されていることを確認

してください。盤面が高温になることがあり、やけどの恐れがあります。 
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２．設置・据付 
 

2.1 設置・据付上の注意事項 

 

本装置の設置・据付をおこなう前に、「安全上のご注意」を必ずお読みください。 

 

安全上のご注意 

 

 
警 告 

 

設置・据付は専門の業者（電気工事の有資格者）に依頼してください。 

経験・知識等がない場合事故の原因となるおそれがあります。 

 

パワーコンディショナ本体は約５５ｋｇありますので、運搬、取付作業には十分

注意してください。装置破損や事故の原因となるおそれがあります。 
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 2.2 荷解き時の確認 

 

装置の据え付け時に下記の項目について確認してください。異常が発見された場合は、販

売店または最寄りの営業所にご連絡ください。 

 

確 認 項 目 内       容 備考 

①部品の損傷 装置に異常な歪み、傷がないか 

部品の脱落、破損がないか 

 

②固定緩み 金具、カバー等の固定部に緩みがないか  

③予備品、付属品 予備品、付属品は揃っているか  

 

 

 

 

 

・圧着端子（２２－Ｓ６） 

 

３個 

 

 

 

 

・端末キャップ（２２mm2用） 
 

赤色 １個 

白色 １個 

青色 １個 

 

 

 

 

・ワッシャー（Ｍ８用） 
 

４個 

 
 
・一括入力銅バー 

 

Ｐ側 １個 

Ｎ側 １個 

 
・一括入力銅バー固定用 

 ブッシング 

 

２個 

 
・一括入力銅バー固定用ネジ 

（Ｍ６×１０） 
 

２個 

 

・正面扉用六角穴付きビス 

 

３個 

 

・正面扉用防水ワッシャー  ３個 

 ・取扱説明書兼設置手順書 １冊 

 ・検査成績書 １部 
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 2.3 設置環境 

 

設置場所、および環境は下記について注意してください。 

 

①装置は屋外または屋内に設置してください。自立運転時は高周波音がしますので、騒音に対

して問題が発生する場所には設置しないでください。 

②熱を発生するような機器（ストーブ等）の近くや強い雨風の当たる場所には設置しないでく

ださい。 

③直射日光の当たる場所や周囲が高温となる場所に設置した場合は、製品寿命に影響を与える

ほかパワーコンディショナ出力を絞ることがありますので、可能な限り避けて設置ください。

太陽電池電圧が低いと入力電流が増加し高温時出力制限が発報しやすくなりますので、最大

出力動作電圧（Ｖｐｍ）は可能な限りパワーコンディショナの定格入力電圧（４００Ｖ）に

近い値に設定してください。高温状態で運転を継続すると、製品寿命に影響を及ぼす可能性

があります。 

 ※高温時出力制限が発生した場合、同時にフィルタ清掃のお知らせアラーム（周囲温度注意）

が出ます。また、パワーコンディショナ運転時に、盤面が高温になることがあります。 

 ※直射日光や太陽電池電圧などの影響によりパワーコンディショナ内部の温度が上昇する場

合、早めに出力を制限することがあります。 

④後ろに１５°以上傾けた状態で設置しないでください。また、前方へ傾けた状態で設置しな

いでください。 

⑤強い振動や衝撃が発生している場所には設置しないでください。 

⑥チリ、ホコリ、塩分、鉄分の多い場所には設置しないでください。 

⑦腐食性ガス、可燃性ガスが存在する場所には設置しないでください。 

⑧周囲温度－２０～５０℃、湿度９５％以下の場所としてください。（結露しないこと） 

⑨装置の周辺は放熱、換気スペースを必ず設け風通しを良くしてください。 

⑩強い電磁界が生じる場所には設置しないでください。 

⑪標高が２０００ｍを超えるところには設置しないでください。 

⑫太陽光発電以外の目的には使用しないでください。 

⑬日本国内以外では、使用しないでください。 

   ⑭本機器またはシステムに直流または交流地絡が発生した場合は、速やかに地絡原因を修復し

てください。修復しない場合、システム機器が損傷する恐れがあります。 

   ⑮パワーコンディショナの加工、改造をしないでください（配線口カバーを除く）。 

   ⑯Ｖ（Ｓ）相接地以外には、系統連系しないでください。 

商
用
系
統

ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞｨ
ｼ
ｮﾅ 太

陽
電
池

連系可能　系統図例　：　Ｖ(Ｓ)相接地

連系不可　系統図例　：　中性点接地

連系不可　系統図例　：　低圧Ｖ結線

2
0
0
V

2
0
0
V

2
0
0
V

商
用
系
統

ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞｨ
ｼ
ｮﾅ 太

陽
電
池2

0
0
V

2
0
0
V

2
0
0
V

商
用
系
統

ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞｨ
ｼ
ｮﾅ 太

陽
電
池

2
0
0
V

2
0
0
V

2
0
0
V

 

連系可／不可 系統図例 

上記連系不可の系統にどうしても連系しなければならない場合は、十分な容量の絶縁トランスを

設けてください。また、トランスのパワーコンディショナ側はＶ（Ｓ）相接地を施してください。 
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2.4 注意事項表示位置 

＜パワーコンディショナ内部＞ 

 

保護リレー試験方法

１．交流ブレーカをＯＦＦします。

２．上図のようにブレーカ上部の交流主回路基板ＰＯ－
１６４１のＣＮ５をＣＮ６に差し替えます。

３．上図の試験端子Ｕ，Ｖ，Ｗに試験電圧、周波数を
印加してください。

４．信号端子台の系統異常端子（無電圧ａ接点）を
使用して、リレー試験器にトリガーをかけてください。

５．リレー試験が終わりましたら、コネクタを元に戻して
ください。

CN5

CN6

WVU
TP2 TP4TP3

PO-1641
コネクタ差し替え

※リレー試験を行う前に必ず取扱説明書兼設置手順書
で作業を確認してください。

ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ

OVGRﾄﾞｳｻ

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
ﾌﾟﾘｾｯﾄ

OVGR ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ

ﾘｾｯﾄ

ENT→

←ESC

ENT→

←ESC

ENT→

←ESC

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ ｸﾘｱ

ﾊﾟﾜｺﾝｼﾞｭﾐｮｳﾘｾｯﾄ

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ON/OFF

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ｷﾘｶｴ

ﾘｷﾘﾂ ｾｯﾃｲ

外部停止

積算電力量

ﾘｾｯﾄ

積算電力量
ﾌﾟﾘｾｯﾄ

履歴ｸﾘｱ

ﾊﾟﾜｺﾝ寿命

ﾘｾｯﾄ

自立運転

有効/無効

ＯＶＧＲ

ＯＶＧＲ
手動復帰

自立運転切替
自動/手動

力率設定

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ ﾘｾｯﾄ

>>>>>ENTﾅｶﾞｵｼ5s

確認表示

ENT５秒押し

確定

ESC

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ ｸﾘｱ
>>>>>ENTﾅｶﾞｵｼ5s

確認表示

ﾊﾟﾜｺﾝｼﾞｭﾐｮｳﾘｾｯﾄ
>>>>>ENTﾅｶﾞｵｼ5s

CLEAR

ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮｾｯﾃｲ 出力制御

ﾈｯﾄﾜｰｸ ｶﾝｷｮｳ ﾈｯﾄﾜｰｸ環境

ﾌｯｷｼﾞｶﾝ

ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ ﾕｳｺｳ

UVR ｾｲﾃｲﾁ

OVR ｾｲﾃｲﾁ

UFR ｾｲﾃｲﾁ

OFR ｾｲﾃｲﾁ

UVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ

OVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ

UFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ

OFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ

ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ

ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮON/OFF

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ

ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ

復帰時間

UVR整定値

OVR整定値

UFR整定値

OFR整定値

UVR整定時間

OVR整定時間

UFR整定時間

OFR整定時間

受動検出ﾚﾍﾞﾙ

能動検出

自動電圧調整
制御ｵﾝ/ｵﾌ

自動電圧調整
制御電圧

起動電圧

手動復帰

ENT→

←ESC

ENT→

←ESC
ENT→

←ESC

ENT→

←ESC

ENT→

←ESC

ENT→

←ESC

ENT→

←ESC

0s
▼ ▲

↓▼↑▲

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮﾁ

自動電圧調整
出力制御値

ｼﾞｷ ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ

ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ

ﾊﾟﾜｺﾝ ﾀﾞｲｽｳ

ｷｵﾝｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ

ﾆｯｼｬｹｲ ｾｯﾃｲ

ENT→
←ESC

ﾊﾟﾜｺﾝ台数

通信ｱﾄﾞﾚｽ

日射計有無

気温計有無

日射計設定

↓▼↑▲

ENT→

←ESC
ENT→

←ESC
ENT→

←ESC
ENT→

←ESC
ENT→

←ESC

1
▼ ▲

一桁ごとに設定
ENTで確定
（点滅→点灯）

＜設定項目表示＞
List1

List2

↓▼↑▲

＜通常モード＞

▼+ENT
5秒押し

＜設定ﾘｽﾄ＞ 各種設定変更は運転スイッチオフ時のみ有効

20

1 20
▼ ▲

ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ ﾖﾋﾞ1 ｱﾘ
▼ ▲

ﾅｼ
▼ ▲

ｷｵﾝｹｲ ｱﾘ ﾖﾋﾞ2 ｱﾘ
▼ ▲

ﾅｼ
▼ ▲

List3

ENT→

←ESC
ENT→

←ESC
ENT→

←ESC
ENT→

←ESC
ENT→

←ESC
ENT→

←ESC
ENT→

←ESC

ENT→

←ESC

ENT→

←ESC

150s
▼ ▲

250s
▼ ▲

300s

ON
▼ ▲

OFF

160V
▼ ▲

170V
▼ ▲

175V
▼ ▲

180V

220V
▼ ▲

225V
▼ ▲

230V
▼ ▲

240V

47.5Hz
▼ ▲

48.5Hz
▼ ▲

49.0Hz
▼ ▲

49.5Hz

50.5Hz
▼ ▲

51.0Hz
▼ ▲

51.5Hz
▼ ▲

52.0Hz

0.5s
▼ ▲

1.0s
▼ ▲

1.5s
▼ ▲

2.0s

57.0Hz 58.5Hz 59.0Hz 59.5Hz

60.5Hz 61.0Hz 61.5Hz 62.0Hz

OFF
▼ ▲

5deg
▼ ▲

10deg
▼ ▲

20deg

0.5s
▼ ▲

1.0s
▼ ▲

1.5s
▼ ▲

2.0s

0.5s
▼ ▲

1.0s
▼ ▲

1.5s
▼ ▲

2.0s

0.5s
▼ ▲

1.0s
▼ ▲

1.5s
▼ ▲

2.0s

ON
▼ ▲

OFF

ON
▼ ▲

OFF

212V
▼ ▲

215V 218V 220V

223V 226V 229V
▼ ▲

10%
▼ ▲

0%

275V
▼ ▲

330V
▼ ▲

440V

ENT→

←ESC
A ｾｯﾃﾝ

▼ ▲
b ｾｯﾃﾝ

ENT→

←ESC
A ｾｯﾃﾝ

▼ ▲
b ｾｯﾃﾝ

ENT→

←ESC
ON

▼ ▲
OFF

ENT→

←ESC

一桁ごとに設定

ENT→

←ESC

確認表示

ON
▼ ▲

OFF

ENT→

←ESC
一桁ごとに設定

ENT→

←ESC

ENT→

←ESC
ｼﾞﾄﾞｳ

▼ ▲
ｼｭﾄﾞｳ

ENT→

←ESC
ON

▼ ▲
OFF

ENT→
←ESC

ENT→

←ESC

▼ ▲

▼ ▲

▼ ▲

▼ ▲

ENT５秒押し

確定

ESC
CLEAR

ENT５秒押し

確定

ESC
CLEAR

上記部分はENTで確定（点滅→点灯）

CPU1 Ver X.XX
CPU2 Ver X.XX

CPU Ver

ｼｽﾃﾑ ﾖｳﾘｮｳ システム容量
←ESC

一桁ごとに設定
ENT→

ｱﾘ
▼ ▲

ﾅｼ

↓▼↑▲

ｹｲｿｸｺｳﾓｸ ﾋｮｳｼﾞ
ENT>>

ｾｷｻﾝｺｳﾓｸ ﾋｮｳｼﾞ
ENT>>

ﾊｯｾｲｼﾞｺｸ
XX/XX/XX XX:XX

ﾅｲﾌﾞﾃﾞﾝｱﾂ XXX.XV
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XXkW

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
XXXXXXkWh

PCSｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ
ZZZZZZh

PCSｵﾝﾄﾞ
XXXﾟC  

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ No. 1
EXX      ENT>>

DCﾃﾞﾝｱﾂ XXXV
DCﾃﾞﾝﾘｭｳ XX.XA

DCﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

ACﾃﾞﾝｱﾂ XXXV
ACﾃﾞﾝﾘｭｳ XX.XA

ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW
ﾘｷﾘﾂ X.XX

ｼｽﾃﾑﾃﾞﾝﾘｮｸ
XXX.XkW

PCSｱﾄﾞﾚｽ XX
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

PCSｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ
ZZZZZZh

ｼｽﾃﾑｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ
ﾘｮｳ XXXXXXkWh

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
XXXXXXkWh

↓▼↑▲ ↓▼↑▲

↓▼↑▲ ↓▼↑▲

ﾌｨﾙﾀｾｲｿｳ ﾘｾｯﾄ
>>>>>ENTﾅｶﾞｵｼ5s

ﾌｨﾙﾀｾｲｿｳ ﾘｾｯﾄ
CLEAR

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ No. 2
EXX      ENT>>

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ No.30
EXX      ENT>>

<運転状態表示>

↓▼↑▲

ENT→
←ESC

＜計測項目表示＞

ENT→
←ESC

ENTで確定

＜各種計測項目表示＞

ﾊﾟﾜｺﾝｱﾄﾞﾚｽ

直流電圧：Ｖ
直流電流：Ａ

直流電力：ｋＷ

交流電圧：Ｖ
交流電流：Ａ

システム交流電力：ｋＷ

交流電力：ｋＷ

交流電力：ｋＷ
力率

＜各種積算項目表示＞

＜履歴表示＞

EXX ***********
***********

システム積算電力量：ｋＷｈ

パワコン稼働時間：ｈ

積算電力量：ｋＷｈ

ﾌｨﾙﾀｾｲｿｳ ﾘｾｯﾄ
ENT>>

＜フィルタ清掃リセット＞※ 確認表示

ENT５秒押し→

ｺﾝﾄﾗｽﾄ ﾁｮｳｾｲ
Lv = XXX%  ENT>>

UP:+ DOWN:-
ABCDEF Lv = XXX% 

＜コントラスト調整表示＞ ＜コントラスト設定表示＞
▼ ▲ UP:+ DOWN:-

ABCDEF Lv = XXX% 

5%刻みで設定

ENTで確定

PCSｱﾄﾞﾚｽ 1
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

PCSｱﾄﾞﾚｽ 2
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

※ﾌｨﾙﾀ清掃ﾘｾｯﾄは、
ﾌｨﾙﾀ清掃ｱﾗｰﾑ発生時のみ表示

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

＜運転状態表示＞ ＜履歴詳細＞

↓▼↑▲

＜各記号の意味＞
X：計測値or設定値
Z：積算時間

＜積算項目表示＞

PCSｱﾄﾞﾚｽ 20
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

DCﾃﾞﾝｱﾂ XXX.XV
ACﾃﾞﾝｱﾂ XXX.XV

↓▼↑▲

保護リレー試験方法

１．交流ブレーカをＯＦＦします。

２．上図のようにブレーカ上部の交流主回路基板ＰＯ－
１６４１のＣＮ５をＣＮ６に差し替えます。

３．上図の試験端子Ｕ，Ｖ，Ｗに試験電圧、周波数を
印加してください。

４．信号端子台の系統異常端子（無電圧ａ接点）を
使用して、リレー試験器にトリガーをかけてください。

５．リレー試験が終わりましたら、コネクタを元に戻して
ください。

CN5

CN6

WVU
TP2 TP4TP3

PO-1641
コネクタ差し替え

※リレー試験を行う前に必ず取扱説明書兼設置手順書
で作業を確認してください。
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＜パワーコンディショナ左側面・正面＞ 

 

 

 

＜パワーコンディショナ底面＞ 
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 2.5 保有距離 

 

装置には内部冷却のために換気口を設けています。換気口をふさいだりすると故障の原因と

なりますので、装置の周辺は下図に示す放熱、換気スペースを必ず設け風通しを良くしてくだ

さい。壁などに上下２段で設置する場合は、吸気（底面）と排気（側面）が循環しないように

工夫して設置してください。（循環しないようにプレートを設けるなど） 

 

 

 

 

※地上高（又は下方）からパワーコンディショナ

底面までの距離 500mm 以上 2000mm 以下、 

パワーコンディショナから天井までの距離

500mm 以上 2000mm 以下、 

パワーコンディショナを上下に設置する場合、 

パワーコンディショナ間の距離 500mm 以上、 

地上高から上側パワーコンディショナ底面まで

の距離 2000mm 以下 

パワーコンディショナを左右横並びで設置する

場合、パワーコンディショナ側面間の距離

400mm 以上 

＜熱量について＞ 

本パワーコンディショナは最大

363W／1 台（30kW で 1089W）

の熱量を発生します。設置する場

所、キュービクルは十分な換気を

おこなってください。 
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 2.6 パワーコンディショナの設置 

 

①パワーコンディショナを箱より取り出します。 

パワーコンディショナ本体は約５５ｋｇですので取り扱いに十分注意してください。 

 

②パワーコンディショナは、Ｍ８ボルトにより太陽電池架台または壁面に取り付けてください。 

（Ｍ８ボルトは本体に含んでおりませんので、工事業者手配品です。必要に応じて付属品の 

 ワッシャーを使用してください。） 

（注）取り付ける太陽電池架台または壁面はパワーコンディショナを支えるのに十分な強度が

必要です。また、太陽電池架台等で後ろに傾く場合は、１５°までとしてください。 

なお、前方へ傾けた状態で設置しないでください。 

 

③パワーコンディショナの正面扉は六角穴付ビス（M5-20、六角レンチ 4 番）を使用しており 

ますので、正面扉取り付け時には M5 のトルク値（2.7N･m）で締め付けてください。筐体 

にはアルミ材を使用しておりますので、締め付け時には十分注意してください。 

ビスの締め付けは対角締めを基本とし、締め付け後は再度規定トルクで締め付けてください。 

（注）正面扉・配線口カバーの取り付け時や配線口の穴あけ加工時はパッキン部に隙間がない

ことを確認しパテ埋め等の防水加工をおこなってください。防水が不十分な場合、雨水

や塩分の浸入により装置故障の原因となるおそれがあります。パテは、防水性や密封性、

耐塩性に優れたものを使用してください。推奨パテ：ネオシール B1（日東化成工業） 
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 2.7 各部の名称 
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 2.8 各端子の説明 

 

2.8.1 直流入力断路端子 

 太陽電池の出力を入力します。端子台に向かって左から 

 Ｎ１(－)，Ｎ２(－)，・・・Ｎ６(－)，空端子，Ｐ１(＋)，Ｐ２(＋) ・・・Ｐ６(＋)となります。 
 

N1  N2  N3  N4  N5  N6  空  P1  P2  P3  P4  P5  P6
 

 

一括入力銅バーを使用する場合は向かって左からＮ（－），Ｐ（＋）となります。 
 

N P
 

 

2.8.2 交流出力ブレーカ 

 ブレーカに向かって左からＵ（Ｕ相），Ｖ（Ｖ相），Ｗ（Ｗ相）となります。 
 

 
 

2.8.3 自立出力端子 

 交流主回路基板ＰＯ－１６４１の自立出力端子Ｔ９に向かって左からＲ（Ｒ相），Ｓ（Ｓ相） 

となります。 

 



‐12‐ 

 

 2.8.4 信号端子台 
 

 

 

① 気温入力 「ＴＡ」「ＴＢ」「Ｔｂ」 

ＴＡ，ＴＢ，Ｔｂを使用します。Ｐｔ１００、３線式の気温計を直接入力することができます。 
 

② 日射量入力 「ＧＰ」「ＧＮ」 

日射計（０～１０ｍＶ）を直接入力することができます。日射計の定格電圧は表示部にて設定 

してください。（「5.3.1「Ｌｉｓｔ1」の設定」を参照してください） 
 

③ ＲＳ４８５通信 「Ｓ＋」「Ｓ－」「ＳＧ」 

Ｓ＋，Ｓ－はツイストペア線を使用してください。（電線はＫＰＥＶ－Ｓ１．２５ ２Ｐ 日立電
線相当品（シールド付き）をご使用ください） 

 

④ インバータ異常接点出力 「Ｋ１１」「Ｋ１２」 

パワーコンディショナ異常時にメークします。接点容量はＡＣ１２５Ｖ ０．４Ａ，ＤＣ３０
Ｖ ０．４Ａです。（無電圧ａ接点） 

 

⑤ 運転接点出力 「Ｒ１」「Ｒ２」 

パワーコンディショナ連系運転時にメークします。接点容量はＡＣ１２５Ｖ ０．４Ａ，ＤＣ 

３０Ｖ ０．４Ａです。（無電圧ａ接点） 
 

⑥ 予備（４～２０ｍＡ）入力 予備１：「Ｙ１Ｐ」「Ｙ１Ｎ」 予備２：「Ｙ２Ｐ」「Ｙ２Ｎ」 

入力信号４～２０ｍＡを１～５Ｖに換算し、ＲＳ４８５にてデータを送信します。 
 

⑦ 出力電力値（４～２０ｍＡ）出力 「ＷＰ」「ＷＮ」 

システム容量の１５０％がフルスケールとなります 
（本機が２台のシステムでは、０ｋＷ時：４ｍＡ、３０ｋＷ時：２０ｍＡ出力となります）。 
このフルスケールは、パワコン台数を設定した時点で自動的に変わり、マスター機、スレーブ
機に関係なく、どのパワコンからも同じ値が出力されます。 
なお、この出力を抵抗で受ける際は、終点抵抗＋配線抵抗を５５０Ω以下としてください。 

 

⑧ 能動同期 （未使用） 

※本機能は使用しません。旧機種との複数台運転時には、中継端子として使用できます。 
 

⑨ 外部停止入力 「Ｓ１」「Ｓ２」 

外部無電圧接点の開、または閉にてパワーコンディショナを停止することができます。外部の 

接点に合わせて、表示部ユーザー設定モードにて設定します（初期設定は開にて停止）。 

表示部での接点切り替えについては「5.3.3」「Ｌｉｓｔ３」の設定を参照してください。 

Ｓ１、Ｓ２の開閉はＤＣ１２Ｖ、２０ｍＡ対応の無電圧接点を使用してください。 

複数台のパワーコンディショナを一括して停止させる場合は、ＤＣ１２Ｖ、２０ｍＡ×台数に 

対応した無電圧接点を使用してください。（この場合Ｓ１はＳ１同士、Ｓ２はＳ２同士接続し、 
無電圧接点と接続してください。）手動復帰設定を選択することはできません。 
外部からのＲＰＲ信号を使用する場合は、日中の低負荷時などはパワーコンディショナが
起動・停止を繰り返す場合がありますので、外部回路にて時限を設けるなどの処置を実施
してください。また、外部停止入力を使用した場合は、自立運転時も停止するため注意し
てください。 
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⑩ 系統異常接点出力 「Ｋ２１」「Ｋ２２」 

ＵＶ，ＯＶ，ＵＦ，ＯＦを検出すると接点がメークします。接点容量はＡＣ１２５Ｖ ０．４
Ａ，ＤＣ３０Ｖ ０．４Ａです。（無電圧ａ接点） 

 

⑪ ＯＶＧＲ入力 「ＯＲ１」「ＯＲ２」 

外部無電圧接点の開、または閉にてパワーコンディショナを停止することができます。外
部の接点に合わせて、表示部ユーザー設定モードにて設定します（初期設定は閉にて停止）。 
表示部での切り替えについては「5.3.3」「Ｌｉｓｔ３」の設定を参照してください。 

ＯＶＧＲによる手動復帰の設定は、「5.3.2」「Ｌｉｓｔ２」の手動復帰設定有効時のみ可能です。 

ＯＲ１、ＯＲ２の開閉はＤＣ１２Ｖ、２０ｍＡ対応の無電圧接点を使用してください。 

外部からＲＰＲ信号を使用する場合は、日中の低負荷時などはパワーコンディショナが起
動・停止を繰り返す場合がありますので、設定画面より「手動復帰」をＯＦＦ、「ＯＶＧＲ
手動復帰」をＯＮに設定してください。本設定によりパワーコンディショナは復帰時間経
過後に自動復帰します。なお、ＯＶＧＲ入力を使用した場合は、ＲＰＲ動作時にも自立運
転が可能です。 

 

⑫ 再投入待ち（手動復帰）接点出力 「Ｄ１１」「Ｄ１２」 

復帰時間中および再投入待ち（手動復帰）時に接点がメークします。接点容量はＡＣ１２５Ｖ  

０．４Ａ，ＤＣ３０Ｖ ０．４Ａです。（無電圧ａ接点） 
 

⑬ 電力量パルス出力 「ＷＰＰ」「ＷＰＮ」 

交流発電電力量が１０ｋＷｈに達するごとに０．１秒間短絡します。接点仕様はＤＣ８０Ｖ  

２０ｍＡ以下です。※単機での出力となります。（複数台には対応しておりません） 
 

⑭ 予備３「Ｙ３Ｐ」「Ｙ３Ｎ」、予備４「Ｙ４Ｐ」「Ｙ４Ｎ」（未使用） 

※本機能は使用しません。 

 

※本パワーコンディショナを同時に複数台使用する場合は、「気温入力」、「日射量入力」および、

「予備入力」は、アドレス１（親機）に設定されたパワーコンディショナに配線してください。 

 

2.8.5 配線用遮断器トリップ 

    本パワーコンディショナは、交流出力ブレーカにトリップ信号接点を設けています。配線用

遮断器のトリップ信号を使用する場合は、必要に応じて接点端子に接続してください。接点容

量はＡＣ２５０Ｖ ５Ａ，ＤＣ１２５Ｖ ０．６Ａです。（無電圧ａ接点およびｂ接点） 
 

 
 

2.8.6 接地相異常ＬＥＤ 

 本パワーコンディショナは、上位のトランスの２次側Ｖ相接地専用機となっています。接地

相が異なると接地相異常ランプが点灯およびエラー表示をおこないパワーコンディショナは

運転しません。この場合は、接地相が交流出力ブレーカのＶ相端子に接続されるように配線を

変更してください。 
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３．配線工事 
 

3.1 配線工事上の注意事項 

 

本装置の配線工事をおこなう前に、次の「安全上の注意事項」を必ずお読みください。 

 

 

安全上のご注意 

 

 
警 告 

 

設置・据付は専門の業者（電気工事の有資格者）に依頼してください。 

経験・知識等がない場合事故の原因となるおそれがあります。 

 

作業の前に、パワーコンディショナ内蔵の直流入力ブレーカ、交流出力ブレーカ、

直流入力断路端子、交流分電盤内パワーコンディショナ用ブレーカ、および集電

箱（直流接続箱）を使用する場合は、集電箱内のブレーカがＯＦＦであることを

確認してください。感電の原因となるおそれがあります。 

 

太陽電池の出力電圧は高く危険ですから、活線での作業はおこなわないでくださ

い。感電の原因となるおそれがあります。 

 

配線口カバー以外に穴を開けないでください、内部破損や故障の原因となるおそ

れがあります。 

 

 

 
注 意 

 

装置の接地端子は必ず接地してください。接地しないと感電や誤動作の原因とな

るおそれがあります。 

 

直流回路の接地はおこなわないでください。 

装置が正常に動作しません。 

 

配線は、パワーコンディショナ底面の配線口カバーに穴をあけておこなってくだ

さい。配線口カバーに穴をあける際は、パワーコンディショナ本体から配線口カ

バーを取り外して加工をおこなってください。加工による内部破損や飛散した金

属粉が装置故障の原因となるおそれがあります。 

 

配線口カバーの穴あけ部分はブッシングを使用し、パテ埋め等養生をおこなって

ください。養生が不十分の場合、雨水の浸入により装置故障の原因となるおそれ

があります。 
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 3.2 主回路配線の接続 

 

① パワーコンディショナの配線は屋内、屋外設置に関係なく底面の配線口カバーに穴をあ

けておこなってください。（配線口カバーは取り外して穴あけ加工をおこない、ブッシン

グを使用するとともに、配線後はパテ埋め等の養生をおこなってください。熱風を配線

口から吸い込み内部温度が上昇することがあります。）また、配線口カバー以外に穴を開

けないでください、内部破損や故障の原因となるおそれがあります。 

   

※ パワーコンディショナは必ず C 種接地を施してください。 

 

 

② 直流入力の配線 

 ②-1 接続箱機能を使用する場合 

太陽電池入力は最大５．５ｍｍ２（圧着端子は下図の示す圧着端子を使用してください）

の配線で接続してください。 

Ｐ１，Ｎ１またはＰ４，Ｎ４入力には必ず太陽電池を接続してください。 

 

8.7mm以下

4.7mm6mm

※入力断路端子台取付ビスはM4×8L

 

  

 

②-2 外部集電箱（直流接続箱）を用意し接続箱機能を使用しない場合 

専用一括入力銅バー、一括入力銅バー固定用ブッシングを使用し入力端子を一括にし

ます。銅バーは右側にＰ（＋）を、左側にＮ（－）を取付けてください。パワーコン

ディショナと集電箱（直流接続箱）間は最大２２ｍｍ２の配線で接続してください。 

 

 

 

一括入力銅バー固定用ブッシング 
一括入力銅バー 
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③ 交流出力の配線 

パワーコンディショナと系統間は最大２２ｍｍ２（付属の圧着端子を使用した場合）の配

線で接続してください。 

④ 本パワーコンディショナを２台以上同時使用する場合は下図を参照してください。 

⑤ 太陽電池側の配線については太陽電池の取扱説明書に従ってください。 

 

 

＜施工例＞   

※ ケーブルに無理な力がかからないように、適当な場所でクランプしてください。 

 

配線口カバー

入出力線を
クランプ

CVケーブル

交流出力線を
クランプ

 
 

＜本パワーコンディショナを２台以上使用する場合＞ 

 

太陽電池 パワーコンディショナ

○：可

ブレーカ

太陽電池 パワーコンディショナ

ブレーカ

太陽電池

パワーコンディショナ

ブレーカ

○：可 ×：不可
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 3.3 信号端子台の接続（２ｍｍ２最大） 

 

① 接点出力（無電圧ａ接点） 

端子記号 接点容量 動作 

Ｒ１ ＡＣ１２５Ｖ ０．４Ａ 
ＤＣ３０Ｖ  ０．４Ａ 

※抵抗負荷時 
連系運転で閉 

Ｒ２ 

Ｋ１１ ＡＣ１２５Ｖ ０．４Ａ 
ＤＣ３０Ｖ  ０．４Ａ 

※抵抗負荷時 
インバータ異常で閉 

Ｋ１２ 

Ｋ２１ ＡＣ１２５Ｖ ０．４Ａ 
ＤＣ３０Ｖ  ０．４Ａ 

※抵抗負荷時 
系統異常で閉 

Ｋ２２ 

Ｄ１１ ＡＣ１２５Ｖ ０．４Ａ 

ＤＣ３０Ｖ  ０．４Ａ 

※抵抗負荷時 

復帰時間中および再投入

待ち（手動復帰）時に閉 Ｄ１２ 

 

② 出力信号 

端子記号 極性 信号仕様 備考 

Ｓ＋ 

 ＲＳ４８５ データ通信 Ｓ－ 

ＳＧ 

ＷＰ ＋ 
４～２０ｍＡ 交流出力電力値 

ＷＮ － 

ＷＰＰ ＋ ＤＣ８０Ｖ ２０ｍＡ

以下で入力 

交流発電電力量が１０ｋＷｈに

達するごとに０．１秒間短絡 

※単機出力のみ ＷＰＮ － 

 

③ 入力信号 

端子記号 極性 信号仕様 備考 

ＴＡ  

Ｐｔ１００ 気温 ＴＢ  

Ｔｂ  

ＧＰ ＋ 
０～１０ｍＶ 日射量 

ＧＮ － 

Ｙ１Ｐ ＋ 
４～２０ｍＡ 予備１ 

Ｙ１Ｎ － 

Ｙ２Ｐ ＋ 
４～２０ｍＡ 予備２ 

Ｙ２Ｎ － 

Ｓ１  
※無電圧接点 

初期設定 

閉で運転許可 Ｓ２  

ＯＲ１  
※無電圧接点 

初期設定 

開で運転許可 ＯＲ２  

 

※ パワーコンディショナ１台の場合ＤＣ１２Ｖ、２０ｍＡに対応した無電圧接点を使用して 

ください。複数台を一括して停止させる場合はＤＣ１２Ｖ、２０ｍＡ×台数に対応した 

無電圧接点を使用してください。 
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④ その他の信号 

端子記号 極性 信号仕様 備考 

  ＤＣ１２Ｖ 

パルス信号 

能動同期信号（未使用） 

   

※本機能は使用しません。 

 

⑤ 通信用端子接続について（ＲＳ４８５） 

設置パワーコンディショナが２台以上の場合や看板あるいはパソコンとのデータ通信をお

こなう場合、出力制御が必要な場合は、通信用端子接続をおこないます。 

接続は下記要領で実施してください。 

 

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

S+(非反転）

S-(反転）

SG(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

･･･

・
パ

ソ
コ

ン
・

看
板

シールド付きツイストペアケーブル

S+

S-

SG

S+

S-

SG

S+

S-

SG

パワーコンディショナ最大２０台

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

・
出
力

制
御

ユ
ニ
ッ

ト

 

 

   ⑤-1 シールド付きツイストペアケーブルのシールドを、パワーコンディショナ間のケーブル

ごとに１点接地してください。 

（各ケーブルのシールドを接続する場合は、トータルで１点を接地してください。） 

   ⑤-2 パワーコンディショナは終端抵抗を内蔵しています。 

また、パワーコンディショナとパワーコンディショナ以外の通信機器（パソコンによる

計測のための４８５／２３２変換器や看板など）が通信線（ＲＳ４８５）に接線される

場合は、パワーコンディショナ以外の通信機器の終端抵抗を全てＯＦＦとしてください。 

※通信設定（「4.6 通信設定」を参照してください）が各パワーコンディショナ毎に必要

です。 

   ⑤-3 出力制御ユニットを接続する場合は、計測パソコンと同様に RS485 の通信線を接続して 

     ください。このとき、パワーコンディショナのアドレスは変更不要です。 

 

⑥ 本パワーコンディショナを同時に複数台使用する場合の接続 

 

⑥-1 太陽電池をパワーコンディショナの直流入力に見合う容量毎に分けてください。（一括

した太陽電池からの分配では正常に動作しません） 

⑥-2 各パワーコンディショナを三相３線２００Ｖの系統に接続します。 

（注）交流側はまとめても、分散してもかまいませんが、配線、ブレーカ等が発電電力

に十分耐えることを確認し、不適当なものは交換してください。 

⑥-3 「気温入力」、「日射量入力」および、「予備入力」は、アドレス１（親機）に設定され

たパワーコンディショナに配線してください。 
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 3.4 絶縁抵抗測定 

 

  3.4.1 接続箱機能を使用する場合 

太陽電池とパワーコンディショナ内蔵の直流入力断路端子、分電盤内パワーコンディショナ

用ブレーカとパワーコンディショナ内蔵の交流出力ブレーカの配線が完了しており、かつパワ

ーコンディショナ内蔵の直流入力断路端子、パワーコンディショナ内蔵の直流入力ブレーカ、

分電盤内パワーコンディショナ用ブレーカ、パワーコンディショナ内蔵の交流出力ブレーカを

ＯＦＦにしているものとして説明します。 

※直流入力断路端子にはストッパーが取り付けられています。断路操作は直流入力ブレー

カをＯＦＦしストッパーを取り外したあとにおこなってください。 

 

 

① 測定準備 

測定にはＤＣ５００Ｖメガーを使用してください。また、パワーコンディショナ内蔵の交流

出力ブレーカと分電盤内のブレーカの間に、対地間でＤＣ５００Ｖメガー使用により破損する

可能性のあるものが接続されている場合は電圧がかからないようにしてください。 

（パワーコンディショナについては内部の基板やアース線を外す等の作業は不要です。） 

 

② パワーコンディショナの測定 

 パワーコンディショナの直流入力ブレーカの端子（銅バー２本）、交流出力ブレーカの端子

（Ｕ，Ｖ，Ｗ）をクリップ等で短絡した後、直流入力ブレーカと交流出力ブレーカをＯＮして

ください。短絡した入出力部とＦＧ（アース）との間で測定してください。 

 

 

  ③ 太陽電池の測定 

 パワーコンディショナ内蔵の直流入力断路端子をＯＦＦの状態で、太陽電池の入力端子と 

ＦＧ（アース）との間で測定してください。 

 

直流入力
断路端子

直流入力
ブレーカ

交流出力
ブレーカ

分電盤内パワー
コンディショナ
用ブレーカ

FG

クリップ等で短絡

太陽電池の
測定

パワーコンディショナの
測定

（測定時は
ON）

パワーコンディショナ

（測定時は
ON） （測定時は

OＦＦ）

（測定時は
OＦＦ）
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3.4.2 外部集電箱（直流接続箱）を用意し接続箱機能を使用しない場合 

 集電箱（直流接続箱内）のブレーカとパワーコンディショナ内蔵の一括入力銅バー、分電盤

内パワーコンディショナ用ブレーカとパワーコンディショナ内蔵の交流出力ブレーカの配線が

完了しており、集電箱（直流接続箱内）のブレーカ、分電盤内パワーコンディショナ用ブレー

カ、パワーコンディショナ内蔵の直流入力ブレーカ、交流出力ブレーカをＯＦＦにしているも

のとして説明します。 

 

① 測定準備 

測定にはＤＣ５００Ｖメガーを使用してください。また、集電箱内のブレーカと分電盤内の

ブレーカの間に、対地間でＤＣ５００Ｖメガー使用により破損する可能性のあるものが接続さ

れている場合は電圧がかからないようにしてください。 

（パワーコンディショナについては内部の基板やアース線を外す等の作業は不要です。） 

 

② パワーコンディショナの測定 

 パワーコンディショナの直流入力端子Ｎ（－），Ｐ（＋）、交流出力ブレーカの端子（Ｕ，

Ｖ，Ｗ）をクリップ等で短絡した後、直流入力ブレーカと交流出力ブレーカをＯＮしてくださ

い。短絡した入出力部とＦＧ（アース）との間で測定してください。 

 

③ 太陽電池および集電箱の測定 

    パワーコンディショナ内蔵の直流入力断路端子、直流入力ブレーカ、交流出力ブレーカを全

てＯＦＦした状態で、太陽電池および集電箱とＦＧ（アース）との間で測定してください。 

※直流入力断路端子にはストッパーが取り付けられています。断路操作は直流入力ブレーカ

をＯＦＦしストッパーを取り外したあとにおこなってください。 

直流入力
断路端子

直流入力
ブレーカ

交流出力
ブレーカ

分電盤内パワー
コンディショナ
用ブレーカ

FG

クリップ等で短絡

太陽電池および
集電箱の測定

集電箱内
ブレーカ

パワーコンディショナの測定時はON
太陽電池の測定時はOＦＦ

パワーコンディショナの測定

パワーコンディショナ

測定時はOＦＦ

太陽電池の測定時はOＮ
パワーコンディショナの測定時はOＦＦ

 

 3.5 外部交流系統側漏電遮断器（ELCB）の感度電流 

   パワーコンディショナの交流出力に取り付けられる外部漏電遮断器については、不要動作を防止

するため感度電流 100mA 以上を推奨します。なお複数台設置時は、下記を目安にしてください。 

 

パワーコンディショナ

容量 
ELCB 定格電流 ELCB 定格感度電流 

10kW 50A 100mA 

20kW 100A 200mA 

30kW 125A 200mA 

40kW 175A 200mA 

50kW 200A 500mA 
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４．試運転 
 

4.1 試運転上の注意事項 

 

本装置の試運転をおこなう前に、次の「安全上のご注意」を必ずお読みください。 

 

安全上のご注意 

 

 
警 告 

 

作業の前に、パワーコンディショナ内蔵の直流入力ブレーカ、交流出力ブレーカ、

直流入力断路端子、交流分電盤内パワーコンディショナ用ブレーカ、および集電

箱（直流接続箱）を使用する場合は、集電箱内のブレーカがＯＦＦであることを

確認してください。感電の原因となるおそれがあります。 

 

 

 
注 意 

 

パワーコンディショナ装置の各種設定は必ず運転スイッチを「停止」にした状態

でおこなってください。 

運転中に設定変更をおこなうと装置故障の原因となるおそれがあります。 

 

パワーコンディショナの保護カバーおよび端子台カバー以外は外さないでくだ

さい。誤動作や装置故障、感電の原因となります。 

 

パワーコンディショナの動作中は、盤面が高温になることがあり、やけどの恐れ

があります。 



‐22‐ 

 

 4.2 各部電圧チェックとブレーカ投入順序 

 

以下の手順に従って確認および電圧チェックとブレーカ投入をおこなってください。 

 

  4.2.1 接続箱機能を使用する場合 

① 交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカがＯＦＦ、パワーコンディショナ内蔵の交流

出力ブレーカ、直流入力ブレーカ、直流入力断路端子がＯＦＦになっていることを確認して

ください。 

※直流入力断路端子にはストッパーが取り付けられています。断路操作は直流入力ブレーカ

をＯＦＦしストッパーを取り外したあとにおこなってください。 

 

② ＦＧ端子（アース）は接地されているか確認してください。 

 

③ 太陽電池の＋極、－極はそれぞれパワーコンディショナの直流入力断路端子Ｐ１（＋），Ｎ

１（－）～Ｐ６（＋），Ｎ６（－）に接続されているか確認してください。Ｐ１，Ｎ１また

はＰ４，Ｎ４入力には必ず太陽電池が接続されていることを確認してください。 

 

④ パワーコンディショナの交流出力ブレーカ端子の左から順に交流系統（Ｕ，Ｖ，Ｗ）との接

続は正しいか確認してください。 

 

⑤ 系統電圧チェック１：交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカの１次側の電圧を確認

してください。 

電気方式 確認端子 規定値 

三相３線２００Ｖ Ｕ相－Ｖ相間，Ｖ相－Ｗ相間，Ｗ相－Ｕ相間 ２０２±２０Ｖ 

 

⑥ 所定の電圧があることを確認後、交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカをＯＮして

ください。 

 

⑦ 系統電圧チェック２：パワーコンディショナの交流出力ブレーカの系統側端子を確認してく

ださい。 

電気方式      確認端子           規定値 

三相３線２００Ｖ  Ｕ相－Ｖ相間，Ｖ相－Ｗ相間，Ｗ相－Ｕ相間  ２０２±２０Ｖ 

 

⑧ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの交流出力ブレーカをＯＮしてください。 

 

⑨ 表示器の待機ランプが点滅後に消灯し、ディスプレイ上に運転スイッチオフと表示されてい

ることを確認してください。 

 

⑩ 直流電圧チェック１：パワーコンディショナの直流入力断路端子の１次側の電圧がそれぞれ

起動電圧以上６５０Ｖ以下であることを確認してください。 

 

⑪ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの直流入力断路端子をＯＮしてください。 

 

⑫ 直流電圧チェック２：パワーコンディショナの直流入力ブレーカ１次側の端子間の電圧が起

動電圧以上６５０Ｖ以下であることを確認してください。 

 

⑬ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの直流入力ブレーカをＯＮしてください。 

 

⑭ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの直流入力断路端子の端子台カバーを取り外し

た場合は端子台カバーを取付けてください。 
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4.2.2 外部集電箱（直流接続箱）を用意し接続箱機能を使用しない場合 

 

① 交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカがＯＦＦ、パワーコンディショナ内蔵の交流

出力ブレーカ、直流入力ブレーカ、直流入力断路端子、接続箱内部の太陽電池用ブレーカ

がＯＦＦ、運転スイッチが「停止（ＯＦＦ）」になっていることを確認してください。 

※直流入力断路端子にはストッパーが取り付けられています。断路操作は直流入力ブレーカ

をＯＦＦしストッパーを取り外したあとにおこなってください。 

 

② ＦＧ端子（アース）は接地されているか確認してください。 

 

③ 太陽電池の＋極、－極はそれぞれパワーコンディショナの一括入力銅バーＰ（＋），Ｎ（－）

に接続されているか確認してください。 

 

④ パワーコンディショナの交流出力ブレーカ端子の左から順に交流系統（Ｕ，Ｖ，Ｗ）との接

続は正しいか確認してください。 

 

⑤ 系統電圧チェック１：交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカの１次側の電圧を確認

してください。 

電気方式 確認端子 規定値 

三相３線２００Ｖ Ｕ相－Ｖ相間，Ｖ相－Ｗ相間，Ｗ相－Ｕ相間 ２０２±２０Ｖ 

 

⑥ 所定の電圧を確認後、交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカをＯＮしてください。 

 

⑦ 系統電圧チェック２：パワーコンディショナの交流出力ブレーカの系統側端子を確認してく

ださい。 

電気方式      確認端子           規定値 

三相３線２００Ｖ  Ｕ相－Ｖ相間，Ｖ相－Ｗ相間，Ｗ相－Ｕ相間  ２０２±２０Ｖ 

 

⑧ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの交流出力ブレーカをＯＮしてください。 

 

⑨ 表示器の待機ランプが点滅後に消灯し、ディスプレイ上に運転スイッチオフと表示されてい

ることを確認してください。 

 

⑩ 直流電圧チェック１：接続箱内の太陽電池用ブレーカ一次側の端子間の電圧が起動電圧以上

６５０Ｖ以下であることを確認してください。 

 

⑪ 接続箱内の太陽電池用ブレーカをＯＮしてください。 

 

⑫ 直流電圧チェック２：パワーコンディショナの直流入力断路端子の１次側の電圧が起動電圧

以上６５０Ｖ以下であることを確認してください。 

 

⑬ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの直流入力断路端子をＯＮしてください。 

 

⑭ 直流電圧チェック３：パワーコンディショナの直流入力ブレーカ１次側の端子間の電圧が起

動電圧以上６５０Ｖ以下であることを確認してください。 

 

⑮ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの直流入力ブレーカをＯＮしてください。 

 

⑯ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの直流入力端子台の端子台カバーを取り外した

場合は端子台カバーを取付けてください。 
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4.2.3 出力制御ユニットまたはネットワークカードを使用する場合 

 

（注 1） LAN ケーブルは「カテゴリー5E」、「シールド付」、「L 型」を推奨 （推奨品：KB-T5YL 

シリーズ（ｻﾝﾜｻﾌﾟﾗｲ株式会社製））、接続する HUB は 100Base-Tx ポートのあるスイッチ 

ング HUB か、それと同等のものとしてください。 

（注 2） PoEHUB は使用しないでください。ネットワークカードが破損する可能性があります。 

  （注 3） ネットワーク通信が不安定になる恐れがあるため、LAN ケーブルの配線は主回路線と分離

してください。LAN ケーブルを金属配管の中に入れることで、安定性が向上します。 

  （注 4） 屋外使用で雷が懸念される場合は、オプションの SPD を取り付けてください。 

 

  ※出力制御ユニットまたはネットワークカードを使用する場合は必ず出力制御を「有効」設定に

してください。「無効」設定の場合、パワーコンディショナは「Ｆ１２：出力制御設定異常」

にて停止します。設定変更の方法は、「5.3 ユーザー設定モード」を参照してください。 

※出力制御ありのシステムでは出力制御を「有効」に、出力制御なしのシステムでは出力制御を 

   「無効」に設定してください。設定を間違えるとパワーコンディショナが正常に動作しない恐れ 

   がありますので、十分注意してください。 

 

  ＜出力制御ユニットを使用する場合＞ 

 

① 交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカがＯＦＦ、パワーコンディショナ内蔵の交流

出力ブレーカ、直流入力ブレーカ、直流入力断路端子、接続箱内部の太陽電池用ブレーカ

がＯＦＦ、出力制御ユニットの電源がＯＦＦになっていることを確認してください。 

※直流入力断路端子にはストッパーが取り付けられています。断路操作は直流入力ブレーカ

をＯＦＦしストッパーを取り外したあとにおこなってください。 

② 出力制御ユニットの通信端子（S+、S-、SG）と RS485 の通信線を接続してください。 

このとき、パワーコンディショナのアドレスは変更不要です。 

③ 出力制御ユニットに電源（ＡＣ１００Ｖ）を接続し、サーキットブレーカをＯＮにして 

ください。電源規定値１００±５Ｖ  

   ④ 出力制御ユニットに同梱している取扱説明書に従い、ネットワークカードの初期設定を 

おこなってください。 

⑤ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの交流出力ブレーカをＯＮしてください。 
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⑥ 以降は 4.2.1 接続箱機能を使用する場合、または、4.2.2 外部集電箱（直流接続箱）を用意

し接続箱機能を使用しない場合の手順②以降に従ってください。 

 

＜ネットワークカードを使用する場合＞  

※本体内蔵は屋内での使用を推奨します。屋外で使用される場合は出力制御ユニットを推奨 

しますが、屋外でネットワークカードを内蔵する場合は、パワーコンディショナ本体に直射

日光が当たらないようにしてください。LAN ケーブルは L 型タイプを推奨します。 

  

   
① 交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカがＯＦＦ、パワーコンディショナ内蔵の交流

出力ブレーカ、直流入力ブレーカ、直流入力断路端子、接続箱内部の太陽電池用ブレーカ

がＯＦＦになっていることを確認してください。 

※直流入力断路端子にはストッパーが取り付けられています。断路操作は直流入力ブレーカ

をＯＦＦしストッパーを取り外したあとにおこなってください。 

② 本体内部のカードスロットと固定ネジを取り外し、カードスロットにネットワークカード

を挿し込み、取り外したネジでスロットおよび板金に固定してください。 

③ 所定の電圧を確認後、パワーコンディショナの交流出力ブレーカをＯＮしてください。    

④ ネットワークカードに同梱している取扱説明書に従い、ネットワークカードの初期設定を 

おこなってください。  

   ⑤ 以降は 4.2.1 接続箱機能を使用する場合、または、4.2.2 外部集電箱（直流接続箱）を用意

し接続箱機能を使用しない場合の手順②以降に従ってください。 

カードスロット 

ボタン電池 

LAN ケーブル接続例 

（カバー付き） 
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4.3 出荷時設定（初期設定）一覧 

 

パワーコンディショナ出荷時の設定は以下のとおりです。ただし、システムの構成および電力

会社の指示に従って変更する必要があります。 

設定変更の方法は「5.3 ユーザー設定モード」を参照してください。 

 

 項目 設定値 設定位置 

システム設定 

起動電圧 
 
外部停止 
 
OVGR 動作 
 
OVGR 手動復帰 
 
自立運転 ON／OFF 
 
自立運転 切り替え 
 
力率の設定 
 
出力制御 有効／無効 
 

275V 
 
開で停止(b 接点) 
 
閉で停止(a 接点) 
 
無効 
 
ON 
 
自動 
 
1.00 
 
OFF 
 

List2   ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ 
 
List3   ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ 
 
List3  OVGR ﾄﾞｳｻ 
 
List3  OVGR ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ 
 
List3  ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ON/OFF 
 
List3  ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ｷﾘｶｴ 
 
List3  ﾘｷﾘﾂｾｯﾃｲ 
 
List3  ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮｾｯﾃｲ 
 

単独運転検出 

機能設定 

受動的方式検出トリガ 

 

能動的方式検出 ON／OFF 

 

5deg 

 

ON 

 

List2   ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ 

 

List2   ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ 

 

自動電圧調整 

機能設定 

自動電圧調整 制御 ON／OFF 

 

自動電圧調整 制御電圧 

 

自動電圧調整 出力制御値 

 

ON 

 

229/231V 

 

10% 

 

List2   ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ 

    ｾｲｷﾞｮ ON/OFF 

List2   ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ 

    ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ 

List2   ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ 

    ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮﾁ 

連系保護機能 

設定 

ＵＶ 

 

ＯＶ 

 

ＵＦ 

 

 

ＯＦ 

 

 

160V 

1 秒 

230V 

1 秒 

47.5 Hz 

57.0 Hz 

1 秒 

51.0 Hz 

61.0 Hz 

1 秒 

List2   UVR ｾｲﾃｲﾁ 

List2   UVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ 

List2   OVR ｾｲﾃｲﾁ 

List2   OVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ 

List2   UFR ｾｲﾃｲﾁ 

List2   UFR ｾｲﾃｲﾁ 

List2   UFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ 

List2   OFR ｾｲﾃｲﾁ 

List2   OFR ｾｲﾃｲﾁ 

List2   OFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ 

 復帰時間 300 秒 List2   ﾌｯｷｼﾞｶﾝ 

 手動復帰 無効 List2   ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ 

 

パワーコンディショナの設定を変更する場合は、パワーコンディショナ内蔵直流入力ブレー

カをＯＦＦ、交流出力ブレーカをＯＮし、運転スイッチをＯＦＦ状態にして設定の変更をお

こなってください。 
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4.3.1 システム設定 

 

起動電圧（List2 ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ） 

設定は下記の条件にて選択してください。 

（４４０Ｖ時＝ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ ４４０） 

（３３０Ｖ時＝ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ ３３０） 

（２７５Ｖ時＝ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ ２７５） 

 太陽電池の２５℃の最大出力動作電圧（Ｖｐｍ）が３４０Ｖ以下の場合は「２７５Ｖ」、 

 ３４０Ｖを超え４２０Ｖ以下の場合は「３３０Ｖ」、４２０Ｖを超える場合は「４４０Ｖ」 

 を選択してください。（例えば２５℃の最大出力動作電圧２０Ｖの太陽電池モジュールが 

 １６直列の場合、太陽電池の最大出力動作電圧は２０Ｖ×１６直列＝３２０Ｖになります。 

 このときの設定は３４０Ｖ以下のため「２７５Ｖ」にします。） 

※起動電圧が低いと入力電流が増加し高温時出力制限が発報しやすくなりますので、起

動電圧は可能な限り「４４０Ｖ」に設定してください。 

 

     外部停止（List3 ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ） 

設定は通常「ｂ接点」にしてください。 

（ｂ接点＝ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ ｂｾｯﾃﾝ） 

（ａ接点＝ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ Ａｾｯﾃﾝ） 

       外部無電圧接点の開または閉によりパワーコンディショナを停止するときに使用します。 

 

     OVGR 動作 （List3 OVGR ﾄﾞｳｻ） 

（ａ接点＝OVGR ﾄﾞｳｻ A ｾｯﾃﾝ） 

（ｂ接点＝OVGR ﾄﾞｳｻ b ｾｯﾃﾝ） 

       外部接点の閉によりパワーコンディショナを停止するときに使用します。 

       

     OVGR 手動復帰 （List3 OVGR ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ） 

（無効＝OVGR ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ OFF） 

（有効＝OVGR ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ ON） 

       

     自立運転 ON／OFF（List3 ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ON/OFF） 

（ON ＝ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ON） 

（OFF＝ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ OFF） 

       表示部にて自立運転機能を ON／OFF できます。 

 

     自立運転 切り替え（List3 ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ｷﾘｶｴ） 

（自動切り替え＝ｼﾞﾄﾞｳ） 

（手動切り替え＝ｼｭﾄﾞｳ） 

       表示部にて自立運転を自動／手動に切り替えられます。 

 

     力率の設定（List3  ﾘｷﾘﾂｾｯﾃｲ） 

       表示部にて力率を 0.80～1.00（0.01 刻み）の範囲で設定できます。 

 

     出力制御 有効／無効 （List3 ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮｾｯﾃｲ） 

（無効＝ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮｾｯﾃｲ OFF） 

（有効＝ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮｾｯﾃｲ ON） 

       表示部にて出力制御の有効／無効を設定できます。 
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4.3.2 単独運転検出機能設定 

 

  受動的方式（周波数変化率検出方式）検出トリガ（List2 ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ） 

   

受動的方式のオン／オフおよび検出トリガを設定します。ＯＦＦにした場合、受動的方式は

動作しません。 

 

ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ 

受動検出トリガ設定値 動作オフ ５ｄｅｇ １０ｄｅｇ ２０ｄｅｇ 

ＸＸＸ部の表示 ＯＦＦ ５  １０  ２０  

 

 

能動的方式（ステップ注入付周波数フィードバック方式）検出レベル（List2 ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ） 

 

能動的方式のオン／オフを設定します。ＯＦＦにした場合、能動的方式は動作しません。 

 

4.3.3 自動電圧調整機能設定 

 

   自動電圧調整 制御オン／オフ(List2 ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ) 

進相無効電力制御および出力制御のオン／オフを設定します。ＯＦＦにした場合、進相

無効電力制御および出力制御は動作しません。 

 

     自動電圧調整 制御電圧(List2 ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ) 

進相無効電力制御および出力制御をおこなう系統電圧を設定します。各電圧は一括して

設定され、それぞれ個別に設定することはできません。 

 

     自動電圧調整 出力制御値(List2 ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮﾁ) 

出力制御をおこなう下限電力値を設定します。初期値は１０％で０％にも設定できます。 

 

 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ 

進相制御電圧設定値 ２１２Ｖ ２１５Ｖ ２１８Ｖ ２２０Ｖ 

出力制御電圧設定値 ２１４Ｖ ２１７Ｖ ２２０Ｖ ２２２Ｖ 

ＸＸＸ部の表示 ２１２ ２１５ ２１８ ２２０ 
 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ 

進相制御電圧設定値 ２２３Ｖ ２２６Ｖ ２２９Ｖ 

出力制御電圧設定値 ２２５Ｖ ２２８Ｖ ２３１Ｖ 

ＸＸＸ部の表示 ２２３ ２２６ ２２９ 
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4.3.4 連系保護機能の設定 

 

① 整定値・時間：連系ガイドラインまたは電力会社指定の値 

 

整定値の設定 

ＵＶＲ ｾｲﾃｲﾁ 

ＵＶＲ整定値 １６０Ｖ １７０Ｖ １７５Ｖ １８０Ｖ 

ＸＸＸ部の表示 １６０ １７０ １７５ １８０ 
 

ＯＶＲ ｾｲﾃｲﾁ 

ＯＶＲ整定値 ２２０Ｖ ２２５Ｖ ２３０Ｖ ２４０Ｖ 

ＸＸＸ部の表示 ２２０ ２２５ ２３０ ２４０ 
 

ＵＦＲ ｾｲﾃｲﾁ 

ＵＦＲ整定値 ４７．５Ｈｚ 

５７．０Ｈｚ 

４８．５Ｈｚ 

５８．５Ｈｚ 

４９．０Ｈｚ 

５９．０Ｈｚ 

４９．５Ｈｚ 

５９．５Ｈｚ 

ＸＸ.Ｘ部の表示 ４７．５ 

５７．０ 

４８．５ 

５８．５ 

４９．０ 

５９．０ 

４９．５ 

５９．５ 
 

ＯＦＲ ｾｲﾃｲﾁ 

ＯＦＲ整定値 ５０．５Ｈｚ 

６０．５Ｈｚ 

５１．０Ｈｚ 

６１．０Ｈｚ 

５１．５Ｈｚ 

６１．５Ｈｚ 

５２．０Ｈｚ 

６２．０Ｈｚ 

ＸＸ.Ｘ部の表示 ５０．５ 

６０．５ 

５１．０ 

６１．０ 

５１．５ 

６１．５ 

５２．０ 

６２．０ 
 

ＵＦ、ＯＦは上段が系統周波数５０Ｈｚの場合、下段が６０Ｈｚの場合となっています。 

 

整定時間の設定（UV,OV,UF,OF 個別設定） 

ＵＶＲ，ＯＶＲ，ＵＦＲ，ＯＦＲ ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ 

整定時間 ０．５秒 １．０秒 １．５秒 ２．０秒 

Ｘ.Ｘ部の表示 ０．５ １．０ １．５ ２．０ 

 

② 復帰時間   ：電力会社指定の値 

ﾌｯｷｼﾞｶﾝ 

復帰時間 ０秒 １５０秒 ２５０秒 ３００秒 

ＸＸＸ部の表示 ０ １５０ ２５０ ３００ 

 

③ 手動復帰 

ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ 

手動復帰 無効 有効 

ＸＸＸ部の表示 ＯＦＦ ＯＮ 

 

 手動復帰を有効にした場合は、系統の異常が回復すると表示部に再投入待ち「Ａ１２」

が表示され、解除するまで連系運転を開始しません。この保持は運転スイッチを「停止」

にすることで解除されます。解除後、運転スイッチを再度「運転」にすると、復帰時間が

経過していれば連系運転を開始し、復帰時間中の場合は復帰時間のカウントダウン終了後、

連系運転を開始します。 
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「手動復帰」および「ＯＶＧＲ手動復帰」の設定の組み合わせにより、復帰後の動作が異

なりますので、以下の内容を参考に目的の動作に合わせた設定をおこなってください。 

 

設定条件 動作 

手動復帰 
ＯＶＧＲ 

手動復帰 
停電⇒復電 ＯＶＧＲ検出⇒解除 

ＯＦＦ ＯＦＦ 復帰時間経過後、再起動 ＯＶＧＲ解除後、再起動 

ＯＦＦ ＯＮ 復帰時間経過後、再起動 
ＯＶＧＲ解除し復帰時間経過後、

再起動 

ＯＮ ＯＦＦ 復帰時間経過後、再投入待ち ＯＶＧＲ解除後、再起動 

ＯＮ ＯＮ 復帰時間経過後、再投入待ち 
ＯＶＧＲ解除し復帰時間経過後、

再投入待ち 

※ＯＶＧＲのみを手動復帰（復帰時間経過後、再投入待ち）とする設定はできません。 

※表には運転スイッチＯＮ状態かつパワーコンディショナが運転できる十分な日射がある

場合の動作を記載しております。 
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4.4 連系保護機能の試験 

 

連系保護機能（ＯＶ、ＵＶ、ＯＦ、ＵＦ）試験は、リレー試験器が必要ですので、電気保安協

会に委託してください。 

リレー試験器がある場合は、下記の「連系保護機能の試験方法」に従って試験をおこなってく

ださい。 

 

 

連 系 保 護 機 能 の 試 験 方 法  

 

本パワーコンディショナは、定期的なリレー試験をおこなうためにリレー試験端子を備えています。 

 

 

連系保護機能の試験方法は次の通りです。 

 ① パワーコンディショナの運転スイッチを「停止」、直流入力ブレーカ、交流出力ブレーカをＯＦ

Ｆしてください。 

 ② ＰＯ－１６４１のコネクタＣＮ５をコネクタＣＮ６に差し替えます。 

 ③ ＰＯ－１６４１のリレー試験端子（Ｕ，Ｖ，Ｗ）間に試験電圧、周波数を印加することにより、

整定値・整定時間の試験ができます。なお、ＵＦＲ、ＯＦＲについてはＵ－Ｖ相のみです。各

相の試験をおこなう場合は、三相のコージェネリレーテスターが必要です。 

 ④ 整定時間の試験には、パワーコンディショナ下部信号端子台の系統異常端子（無電圧ａ接点）

を使用して、リレー試験器にトリガーをかけると容易に試験ができます。 

 ⑤ 交流出力ブレーカをＯＮしリレー試験をおこないます。 

 ⑥ 試験終了後、交流出力ブレーカをＯＦＦにし、リレー試験器をはずし、ＰＯ－１６４１のコネ

クタＣＮ６をコネクタＣＮ５に差し戻します。 

   （差し戻さない場合、パワーコンディショナは運転しません。） 

 ⑦ 試験が終了すれば、交流出力ブレーカ、直流入力ブレーカをＯＮして連系運転を再開してくだ

さい。 

 

 

CN5

CN6

WVU

TP2 TP4TP3

PO-1641コネクタ差し替え

 



‐32‐ 

 

 4.5 連系運転の確認 

 

運転は太陽電池が十分発電可能な状態でおこなってください。 

以下の手順に従って運転の確認をおこなってください。 

 

① パワーコンディショナ内蔵の交流出力ブレーカをＯＮします。 

表示部に「Ｗｅｌｃｏｍｅ ＬｉｎｅＢａｃｋ Ａｌｐｈａ４」を表示し、運転（緑）と

待機（黄）のＬＥＤが点灯します。その後、「レンケイ キリカエ カクニンチュウ」が表

示され、待機（黄）のＬＥＤが点滅します。（必ず交流出力ブレーカからＯＮしてください。

先にパワーコンディショナ内蔵の直流入力ブレーカをＯＮにした場合は、系統周波数の確

認ができず、同期異常および系統周波数異常の表示が出ることがあります。） 

 

自立 異常

ESCENT▽△

LCDディスプレイ

運転スイッチ

Welcome
LineBack Alpha4

操作ボタン

RUN/STOP

運転 待機

状態表示LED

 

 

② 太陽電池を受電（パワーコンディショナ内蔵の直流入力ブレーカをＯＮ）します。 

  表示部に「ウンテンスイッチ ＯＦＦ レンケイ テイシチュウ」を表示します。 

 

③ 運転スイッチをＯＮします。（【ＲＵＮ／ＳＴＯＰ】ボタン１秒間長押し） 

表示部に「ウンテンスイッチ ＯＮ レンケイ タイキチュウ」を表示し待機（黄）ＬＥＤ

が点灯します。起動条件が成立しておれば、数秒後に「レンケイ ウンテンチュウ」を表示

し、運転（緑）ＬＥＤが点灯して連系運転を開始します。 

 

自立 異常

ESCENT▽△

LCDディスプレイ

運転スイッチ 操作ボタン

RUN/STOP

運転 待機

状態表示LED

レンケイ　ウンテンチュウ
ＡＣデンリョク　＊.＊ｋＷ

 
 

（起動しない場合には太陽電池電圧が起動電圧以下であることが考えられます。） 

 

④ 運転スイッチをＯＦＦします。（【ＲＵＮ／ＳＴＯＰ】ボタン３秒間長押し） 

 

同期異常および系統周波数異常の表示が出た場合は、パワーコンディショナ内蔵直流入力ブ

レーカおよび交流出力ブレーカをＯＦＦして、表示が消えてから、もう一度、パワーコンデ

ィショナ内蔵の交流出力ブレーカのＯＮからやり直してください。 
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4.6 自立運転の確認 
 

運転は太陽電池が十分発電可能な状態でおこなってください。 

以下の手順に従って運転の確認をおこなってください。 
 

 
自立運転の注意事項 

 

  

・自立運転の設定が OFF の場合は、ON にする必要があります。 

 設定方法は設置手順書の 5.3.3「List3」設定の「自立運転」を確認してください。 

・自立運転切替の設定が「手動」設定の場合は、運転スイッチOFF/ON操作が必要です。 

・自立運転時の交流出力電力は、太陽電池の発電電力以下となります。 

また、負荷の消費電力よりも太陽電池の発電電力が少ない場合は、 

パワーコンディショナが運転／停止を繰り返すことがあります。 

 

① 入出力基板ＰＯ－１６４１の自立出力端子Ｔ９に自立運転用負荷を接続します。 

  （無負荷状態での確認であれば②へ進んでください。） 

② 太陽電池を受電（パワーコンディショナ内蔵の直流入力ブレーカをＯＮ）します。 

③ パワーコンディショナの運転スイッチをＯＮします。 

表示部に「ジリツタイキチュウ」を表示後、起動条件が成立しておれば直後に「ジリツウ

ンテンチュウ」を表示し自立（橙）ＬＥＤと運転（緑）ＬＥＤが点灯して自立運転を開始

します。 
 

4.7 連系運転 ⇔ 自立運転の確認 
 

運転は太陽電池が十分発電している状態でおこなってください。 
 

 
自立運転の注意事項 

 

  

・自立運転の設定が OFF の場合は、ON にする必要があります。 

 設定方法は設置手順書の 5.3.3「List3」設定の「自立運転」を確認してください。 

・自立運転切替の設定が「手動」設定の場合は、運転スイッチOFF/ON操作が必要です。 

・自立運転時の交流出力電力は、太陽電池の発電電力以下となります。 

また、負荷の消費電力よりも太陽電池の発電電力が少ない場合は、 

パワーコンディショナが運転／停止を繰り返すことがあります。 
 

＜連系運転 → 自立運転の確認＞ 

① パワーコンディショナの運転スイッチをＯＦＦします。 

運転が停止すると同時に運転（緑）ＬＥＤが消灯します。 

② パワーコンディショナ内蔵の交流出力ブレーカをＯＦＦします。 

③ 入出力基板ＰＯ－１６４１の自立出力端子Ｔ９に自立運転用負荷を接続します。 

（無負荷状態での確認であれば④へ進んでください。） 

④ パワーコンディショナの運転スイッチをＯＮします。 

すぐに「ジリツウンテンチュウ」を表示し自立（橙）ＬＥＤと運転（緑）ＬＥＤが点灯して自

立運転を開始します。 
 

＜自立運転 → 連系運転の確認＞ 

① パワーコンディショナの運転スイッチをＯＦＦします。 

② 入出力基板ＰＯ－１６４１の自立出力端子Ｔ９に接続している自立運転用負荷をはずしま

す。（無負荷状態での確認であれば③へ進んでください。） 

③ パワーコンディショナ内蔵の交流出力ブレーカをＯＮします。 

④ パワーコンディショナの運転スイッチをＯＮします。 

   復帰時間経過後に表示部に「レンケイタイキチュウ」を表示し待機（黄）ＬＥＤが点灯しま 

   す。起動条件が成立しておれば、数秒後に「レンケイ ウンテンチュウ」を表示し、運転（緑） 

   ＬＥＤが点灯して連系運転を開始します。 
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 4.8 通信設定 

 

パワーコンディショナの通信機能を使用する場合は、システムに設置されるパワーコンディシ

ョナの台数によりパワーコンディショナ内の表示部において下表に示す設定が必要です。 

（表示部における具体的な操作方法は、5.3 ユーザー設定モードを参照してください。） 

 

  設置される全てのパワーコンディショナに対して、 

    ・通信アドレス 

・パワーコンディショナ台数 

の設定を、下表をもとにパワーコンディショナ１台目の設定から順におこなってください。 

    （例：パワーコンディショナが１台のみの場合は１台目の行のみ設定します。パワーコンデ

ィショナが２台の場合は１台目の行と２台目の行を設定します。） 

     設定項目 

パワーコンディショナ 
通信アドレス パワーコンディショナ台数 

 １台目 ０１ パワーコンディショナの全台数 

 ２台目 ０２ 同上 

 ３台目 ０３ 同上 

 ４台目 ０４ 同上 

 ５台目 ０５ 同上 

 ６台目 ０６ 同上 

 ７台目 ０７ 同上 

 ８台目 ０８ 同上 

 ９台目 ０９ 同上 

１０台目 １０ 同上 

１１台目 １１ 同上 

１２台目 １２ 同上 

１３台目 １３ 同上 

１４台目 １４ 同上 

１５台目 １５ 同上 

１６台目 １６ 同上 

１７台目 １７ 同上 

１８台目 １８ 同上 

１９台目 １９ 同上 

２０台目 ２０ 同上 

 

（注１）全てのパワーコンディショナにおける設定が終了するまでは、パワーコンディショナ内の表

示器における表示は通信エラー(Ｆ０１)を示す場合があります。この場合、全ての設定が終了

し通信が正常におこなわれるようになれば、約１０秒後に通信エラー(Ｆ０１)表示は解除され

ます。 

 

 （例）パワーコンディショナ３台の場合 

     設定項目 

パワーコンディショナ 
通信アドレス パワーコンディショナ台数 

１台目 ０１ ３ 

２台目 ０２ ３ 

３台目 ０３ ３ 



‐35‐ 

 

５．表示部操作方法 
 

 この表示部は、自機の計測項目表示やエラーコードの表示はもとより、パワーコンディショナ複数

台設置の場合には、他機の計測表示や運転状態も見ることができます（通信アドレス・パワーコンデ

ィショナ台数の設定が必要です）。異常履歴は３０個まで表示できます。積算電力量、動作時間は任意

の値を設定できます。また、起動電圧、連系保護リレーなどの設定も表示部によりおこないます。 

※表示値は目安であり、値を保証するものではありません。 

※表示部操作の詳細は、表示部仕様を参照ください。 

 

 5.1 外観と各部の名称 

   表示操作パネルは、縦２桁×横１６桁のＬＣＤディスプレイ部と、パワーコンディショナの 

  運転状態を表す状態表示ＬＥＤ、パワーコンディショナの運転・停止をおこなう運転スイッチ、 

  表示項目の切り替えおよび、各種設定をおこなう操作ボタン（▲ボタン、▼ボタン、ＥＮＴボタ 

  ン、ＥＳＣボタン）で構成されています。各配置は下図の通りです。 
 

自立 異常

ESCENT▽△

LCDディスプレイ
縦2行×横16文字

運転スイッチ 操作ボタン

RUN/STOP

運転 待機

状態表示LED

 
 

運転スイッチ ：パワーコンディショナの運転／停止スイッチ 

状態表示ＬＥＤ ：「運転」、「自立」、「異常」、「待機」の状態を表示 

LCD ディスプレイ：計測値、エラーコード、設定値等を表示（半角カナ英数） 

操作ボタン ：表示項目の切り替えおよび設定をおこなう 
 

    連系運転開始：状態表示ＬＥＤ全消灯時に、「RUN/STOP」スイッチを 1 秒間長押し 

    連系運転停止：連系運転状態にて、「RUN/STOP」スイッチを 3 秒間長押し 

自立運転開始：「自立ＬＥＤ」のみ点灯時に、「RUN/STOP」スイッチを 1 秒間長押し 

    自立運転停止：自立運転状態にて、「RUN/STOP」スイッチを 3 秒間長押し 

 

 5.2 運転状態と計測値の表示（通常モード） 

通常時は、ＬＣＤディスプレイにより、現在の運転状態や計測値の表示をおこないます。 

▲ ▼ボタンを押すことにより、「運転状態表示」、「計測項目表示」、「積算計測項目表示」、「コ

ントラスト調整表示」「フィルタ清掃リセット」（フィルタ清掃アラーム発生時のみ）に切り替わ

ります。 

 「運転状態表示」時に、ＥＮＴボタンを押すことにより「履歴表示」に移行します。 

 「計測項目表示」時に、ＥＮＴボタンを押すことにより「各種計測項目表示」に移行します。 

 「積算項目表示」時に、ＥＮＴボタンを押すことにより「各種積算項目表示」に移行します。 

 「コントラスト調整表示」時に、ＥＮＴボタンを押すことにより「コントラスト設定表示」に  

移行します。 

各表示内容への推移は次の通りです。 
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＜通常モード時 表示内容＞ 
 

 ｼﾞﾘﾂ ｳﾝﾃﾝﾁｭｳ
 ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ ON
 ｼﾞﾘﾂ ﾀｲｷﾁｭｳ

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ OFF
 ｼﾞﾘﾂ ﾃｲｼﾁｭｳ ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ

      Loading...

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ ON
 ﾚﾝｹｲ ﾀｲｷﾁｭｳ

ｹｲｿｸｺｳﾓｸ ﾋｮｳｼﾞ
          ENT>>

ｾｷｻﾝｺｳﾓｸ ﾋｮｳｼﾞ
          ENT>>

ﾊｯｾｲｼﾞｺｸ
 XX/XX/XX XX:XX

DCﾃﾞﾝｱﾂ   XXX.XV
ACﾃﾞﾝｱﾂ   XXX.XV

ﾅｲﾌﾞﾃﾞﾝｱﾂ XXX.XV
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XXkW

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
        XXXXXXkWh

PCSｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ
          ZZZZZZh

PCSｵﾝﾄﾞ
             XXﾟC  

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ   No. 1
 EXX      ENT>>

DCﾃﾞﾝｱﾂ     XXXV
DCﾃﾞﾝﾘｭｳ   XX.XA

DCﾃﾞﾝﾘｮｸ  XX.XkW

ACﾃﾞﾝｱﾂ     XXXV
ACﾃﾞﾝﾘｭｳ   XX.XA

ACﾃﾞﾝﾘｮｸ  XX.XkW
ﾘｷﾘﾂ        X.XX

ｼｽﾃﾑﾃﾞﾝﾘｮｸ
         XXX.XkW

ﾆｯｼｬ      X.XXX
ｷｵﾝ       X.XXX

PCSｱﾄﾞﾚｽ      XX
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ  XX.XkW

ﾖﾋﾞ1      X.XXX
ﾖﾋﾞ2      X.XXX

PCSｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ
         XXXXXXh

ｼｽﾃﾑｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ
ﾘｮｳ     XXXXXXkWh

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
        XXXXXXkWh

 ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝﾁｭｳ
 ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

連系待機中

停電時&自立有効
運転スイッチオフ

連系運転中

自立運転中

↓▼↑▲ ↓▼↑▲

↓▼↑▲ ↓▼↑▲

ENT→
←ESC

 ﾌｨﾙﾀｾｲｿｳ ﾘｾｯﾄ
 >>>>>ENTﾅｶﾞｵｼ5s

ﾌｨﾙﾀｾｲｿｳ 
           CLEAR

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ   No. 2
 EXX      ENT>>

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ   No.30
 EXX      ENT>>

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ OFF
 ﾚﾝｹｲ ﾃｲｼﾁｭｳ

運転スイッチオフ

停電時&自立有効
自立待機中

<運転状態表示>

↓▼↑▲

ENT→
←ESC

＜計測項目表示＞

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENTで確定

＜各種計測項目表示＞

ﾊﾟﾜｺﾝｱﾄﾞﾚｽ

直流電圧：Ｖ

直流電流：Ａ

直流電力：ｋＷ

交流電圧：Ｖ

交流電流：Ａ

システム交流電力：ｋＷ

交流電力：ｋＷ

テストモード時のみ表示

日射計データ

気温計データ

予備１データ

予備２データ

交流電力：ｋＷ

力率

自機種以外のアドレス選択時
計測値：点滅表示

＜積算項目表示＞

ENT→
←ESC

＜各種積算項目表示＞

＜履歴表示＞

↓履歴更新↑更新終了

履歴更新

 EXX ***********
 YYY ***********

ｴﾗｰ状態

 ﾌｯｷ ｶｳﾝﾄﾁｭｳ
 YYY         

復帰時間

 EXX ***********
     ***********

システム積算電力量：ｋＷｈ

パワコン稼働時間：ｈ

積算電力量：ｋＷｈ

<初期化表示>

↑連系/自立運転切替
↓初期化3秒経過

ﾚﾝｹｲ ｷﾘｶｴ
ｶｸﾆﾝﾁｭｳ

ｼﾞﾘﾂ ｷﾘｶｴ
ｶｸﾆﾝﾁｭｳ

連系運転初期化時

自立運転初期化時

Welcome
LineBack Alpha4

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ起動時

 ﾌｨﾙﾀｾｲｿｳ ﾘｾｯﾄ
          ENT>>

＜ﾌｨﾙﾀ清掃ﾘｾｯﾄ＞※

ENT→
←ESC

確認表示

ENT５秒押し→

＜各記号の意味＞
　X：計測値or設定値
　Z：積算時間
　切替表示：１秒毎切替
　点滅表示：0.5秒周期

ｺﾝﾄﾗｽﾄ ﾁｮｳｾｲ
Lv = XXX%  ENT>>

UP:+ DOWN:-
ABCDEF Lv = XXX% 

＜コントラスト調整表示＞

ENT→
←ESC

＜コントラスト設定表示＞

▼　▲ UP:+ DOWN:-
ABCDEF Lv = XXX% 

5%刻みで設定
ENTで確定

PCSｱﾄﾞﾚｽ       1
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ  XX.XkW

PCSｱﾄﾞﾚｽ      20
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ  XX.XkW

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ ON
 ｼﾞﾘﾂ ｼｭﾄﾞｳｷﾘｶｴﾏﾁ

 自立運転 手動切替待ち
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5.2.1 運転状態表示 

電源投入後の初期状態では、表示部に装置の運転状態を表示します。 

表示内容は以下の通りです。 

表示形式 状態 装置の動作状態 

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ OFF
 ﾚﾝｹｲ ﾃｲｼﾁｭｳ

 

連系停止 運転スイッチオフによる「停止」 

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ ON
 ﾚﾝｹｲ ﾀｲｷﾁｭｳ

 

連系待機中 
運転スイッチオンの状態で連系運転の起動条件

を満たしていないため、待機中 

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ OFF
 ｼﾞﾘﾂ ﾃｲｼﾁｭｳ

 

自立停止 
系統停電かつ自立運転有効状態で、運転スイッ

チオフによる「停止」 

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ ON
 ｼﾞﾘﾂ ﾀｲｷﾁｭｳ

 

自立待機中 
系統停電かつ運転スイッチオンの状態で自立運

転の起動条件を満たしていないため、待機中 

 ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ ON
 ｼﾞﾘﾂ ｼｭﾄﾞｳｷﾘｶｴﾏﾁ

 

自立運転 

手動切替待ち 

自立運転切替設定を手動に設定した際に、運転

スイッチオンの状態で自立運転条件を満たした

ため、自立運転手動切替待ち。運転スイッチオ

フにより自立停止の状態に移行する 

 ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝﾁｭｳ
 ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

 

連系運転中 異常なく連系運転中 

 ｼﾞﾘﾂ ｳﾝﾃﾝﾁｭｳ
 ACﾃﾞﾝﾘｮｸ XX.XkW

 

自立運転中 系統停電以外の異常なく自立運転中 

 ﾌｯｷ ｶｳﾝﾄﾁｭｳ
 YYY         

 

復帰時間 

４要素（またはＯＶＧＲ）による復帰時間をカ

ウントダウンバー表示 

＊＊ ：復帰カウントバー「■(半角)」を 

    1 秒間隔で点滅、50 秒毎にバーを減少 

ＹＹＹ：運転スイッチ オン/オフ 

 EXX ***********
 YYY ***********

 AXX ***********
 YYY ***********

 FXX ***********
 YYY ***********

 dXX ***********
 YYY ***********

 

エラー表示 

各種エラー発生状態 

ＸＸ ：識別番号 

＊＊ ：エラー名称（半角カナ） 

ＹＹＹ：運転スイッチ オン/オフ 

 

 表示内容の優先順位は、１．エラー表示、２．復帰時間、３．「連系停止」「連系待機中」「自

立停止」「自立待機中」「自立運転手動切替待ち」「連系運転中」「自立運転中」の状態表示とな

ります。なお、エラーが発生した場合および、復帰時間カウントダウンが開始した場合には、

表示状態が一旦、運転状態表示に切り替ります。切り替り後は、再び操作ボタンによる表示内

容の切り替え操作が可能となります。エラー表示は、発生した異常内容に対応したエラーコー

ドを表示します。 
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エラーコード対応表 

表示 異常の内容 表示 異常の内容 

A01 交流不足電圧 E09 地絡検出異常 

A02 交流過電圧 E10 インバータ過電圧 

A03 不足周波数 E11 直流回路異常 

A04 過周波数 E12 インバータ不足電圧 

A05 受動検出 E15 外部停止 

A06 能動検出 E19 遮断装置異常 

A08 相回転異常 E21 温度検出器異常 

A09 接地相異常 F01 485 通信異常（ﾘﾄﾗｲ中） 

A11 自動電圧調整 F10 出力制御通信異常 

A12 再投入待ち F11 出力制御情報未受信 

A13 OVGR 動作 F12 出力制御設定異常 

A14 固定スケジュール終了 F13 内部時計異常 

E01 直流過電圧 d02 高温時出力制限 

E02 交流過電流 d04 パワコン寿命予告 

E03 同期異常 d05 フィルタ清掃 

E04 INV 温度異常 d06 出力制御動作中 

E05 昇圧過電圧 d07 固定スケジュール動作 

E06 直流検出 d08 固定スケジュール終了予告 

E07 地絡検出 d09 冗長異常 

E08 自立過電圧   

 

5.2.2 履歴表示 

「運転状態表示」時にＥＮＴボタンを押すと「履歴表示」に移行します。 

履歴表示では、過去に発生した異常を最大３０個表示します（履歴番号は若い番号が新しいエ

ラーを表し、履歴が３０個を超えた場合は、最古の履歴を削除します）。 

  履歴表示は「履歴番号＋エラーコード」を表示し、▼ボタンを押すと履歴番号が進み、▲ボタ

ンを押すと履歴番号が戻ります。 

  履歴がない場合は「NO DATA」と表示します。 

「履歴表示」時にＥＳＣボタンを押すと「運転状態表示」に戻ります。 

 

  表示内容は以下の通りです。 

 表示形式 内容 

履歴がない 

場合 

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ   No. 1
NO DATA      

 

異常履歴がない場合 

ＥＮＴ操作無効 

 

履歴がある 

場合 

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ   No. 1
 EXX      ENT>>

 

ＸＸ：識別番号 

履歴更新中 
ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ
      Loading...

 

履歴表示中に履歴更新が発生した場合に表示 

表示中はＥＮＴ操作無効 

更新終了時は「履歴表示」に切り替わる 

   ※履歴詳細は、表示部仕様を参照ください。 
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5.2.3 計測項目表示 

「運転状態表示」時に▼ボタンを押すと「計測項目表示」に移行します。 

 

5.2.4 各種計測項目表示 

「計測項目表示」時にＥＮＴボタンを押すと「各種計測項目表示」に移行します。 

移行時はパワコンアドレスを表示し、▼ボタンを押すと各種計測項目を順次表示します。 

表示項目の順番および内容は次の通りです（▲ボタンを押すと逆回りとなります）。 

 

表示形式 内容 表示範囲／分解能 備考 

PCSｱﾄﾞﾚｽ      XX
ACﾃﾞﾝﾘｮｸ  XX.XkW

 

パワコンアドレス 1～20   ／1 台 
XXは現在表示中のアド

レス 

交流電力 0～99.9   ／0.1kW 停止中は０表示 

DCﾃﾞﾝｱﾂ     XXXV
DCﾃﾞﾝﾘｭｳ   XX.XA

 

直流電圧 0～999  ／1V ３０Ｖ未満は０表示 

直流電流 0～99.9  ／0.1A 停止時は０表示 

DCﾃﾞﾝﾘｮｸ  XX.XkW

 

直流電力 0～99.9   ／0.1kW 停止時は０表示 

ACﾃﾞﾝｱﾂ     XXXV
ACﾃﾞﾝﾘｭｳ   XX.XA

 

交流電圧 0～999    ／1V ３０Ｖ未満は０表示 

交流電流 0～99.9   ／0.1A 停止時は０表示 

ｼｽﾃﾑﾃﾞﾝﾘｮｸ
         XXX.XkW

 

システム交流電力 0～999.9 ／0.1kW  

ACﾃﾞﾝﾘｮｸ  XX.XkW
ﾘｷﾘﾂ        X.XX

 

交流電力 0～99.9  ／0.1kW 停止中は０表示 

力率 0.00～1.00／0.01  
力率０時、停止時、自立

運転時は「-.--」表示 

ﾆｯｼｬ      X.XXX
ｷｵﾝ       X.XXX

 

日射計データ 0～5.000  ／1mV 

テストモード時のみ 

（表示出荷試験に使用） 

気温系データ 0～5.000  ／1mV 

ﾖﾋﾞ1      X.XXX
ﾖﾋﾞ2      X.XXX

 

予備１ 0～5.000  ／1mV 

予備２ 0～5.000  ／1mV 

 

「各種計測項目表示」時にＥＳＣボタンを押すと「計測項目表示」に戻ります。 

 

※他機パワーコンディショナの各種計測項目表示 

パワコンアドレスを他機のパワコンアドレスに設定することにより、他機の各種計測項目を表

示することが可能です。パワコンアドレスの設定は「PCS ｱﾄﾞﾚｽ XX」表示時にＥＮＴボタンを

押すと、アドレス選択状態となり、▲ ▼ボタンを押し１から２０までの任意のアドレスを選

択し、ＥＮＴボタンを押し確定します。 

パワコンアドレス確定後、選択された任意のアドレスのパワコンについて、各種計測項目を表

示します。なお、選択できるアドレスはユーザー設定モード（後述）にて設定されたパワコン

台数を最大とします。また、表示内容が自機であるか他機であるかを判別するために、他機の

データ表示時は点滅表示します。 

（注意）他機の計測項目を表示している状態であっても、自機のエラー発生時および復帰時間

カウントダウン開始時には「運転状態表示」モードに戻ります。 
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5.2.5 積算項目表示 

「計測項目表示」時に▼ボタンを押すと「積算項目表示」に移行します。 

 

5.2.6 各種積算項目表示 

「積算項目表示」時にＥＮＴボタンを押すと「各種積算項目表示」に移行し、システム積算電

力量を表示します。▼ボタンを押すと各種積算項目を順次表示します。 

表示項目の順番および内容は以下の通りです（▲ボタンを押すと逆回りとなります）。 

 

表示形式 内容 表示範囲／分解能 備考 

ｼｽﾃﾑｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ
ﾘｮｳ     XXXXXXkWh

 

システム積算電力量 1～999999 ／1kWh 
999999 を超えれば 0

から再計算 

PCSｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ
         XXXXXXh

 

ＰＣＳ稼働時間 1～999999  ／1h 
999999 を超えれば 0

から再計算 

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
        XXXXXXkWh

 

自機積算電力量 1～999999   ／1kWh 
999999 を超えれば 0

から再計算 

 

 「各種積算項目表示」時にＥＳＣボタンを押すと「積算項目表示」に戻ります。 

 

 5.2.7 コントラスト調整 

   「積算項目表示」時に▼ボタンを押すと「コントラスト調整値表示」に移行します。 

  

＜コントラスト調整方法＞ 

ＥＮＴボタンを押すと、コントラスト調整表示状態（「UP：＋DOWN：－ ABCDEF Lv＝

XXX％」表示）となります。 

 コントラスト調整表示にて▼ボタンを押すと薄く表示します。▲ボタンを押すと濃く表示 

 します。ＥＮＴボタンを押すことで調整した結果を確定します。ＥＳＣボタンを押すと元の 

 設定に戻ります。 

 

5.2.8 フィルタ清掃リセット 

フィルタ清掃アラーム発生時に「計測項目表示」時に▼ボタンを押すと「フィルタ清掃リセッ

ト」に移行します。 

 

＜リセット方法＞ 

ＥＮＴボタンを押すと、確認表示状態（「ﾌｨﾙﾀｾｲｿｳ ﾘｾｯﾄ ＞＞＞＞＞ENT ﾅｶﾞｵｼ 5s」表示）と

なります。 

ＥＮＴボタンを５秒間押し続けると「ﾌｨﾙﾀｾｲｿｳ CLEAR」の点滅表示となり、リセットが実行

されます。 

ＥＳＣボタンを押し「フィルタ清掃リセット」に戻します。 
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5.3 ユーザー設定モード 

パワーコンディショナの運転に関する各種設定の確認および変更をおこなう場合は、ユーザー設

定モードに移行します。 

 

ユーザー設定モードへの移行は通常モード時に▼＋ＥＮＴを５秒間押すことによりおこないま

す。 

 

ユーザー設定モードは、設定内容により３種類から選択します。 

▼ボタンを押すとリスト番号が進み、▲ボタンを押すとリスト番号が戻ります。 

 

 「Ｌｉｓｔ１」：パワーコンディショナ間の通信および、計測システムの設定をおこないます。 

 「Ｌｉｓｔ２」：連系保護装置および運転状態に関する設定をおこないます。 

 「Ｌｉｓｔ３」：その他の設定、各種リセット操作およびＣＰＵバージョン表示をおこないます。 

 

 各リスト番号では、パワコン台数や復帰時間等の各種設定値が表示され、各種設定値表示中に 

 ＥＮＴボタンを押すことにより、設定変更モードに移行します。各設定を確定後にＥＮＴボタン

を押すと、「ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ」と表示し、各設定項目表示に戻ります。 

なお、設定変更モードへの移行は、運転スイッチがオフの状態でのみ有効とし、運転スイッチが

オンの状態でＥＮＴボタンを押した場合は「ｾｯﾃｲｷﾝｼ ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁ ON」を３秒間表示し、運転中

の設定値変更はできないことを知らせ、ボタンを押す前の設定値表示に戻ります。 

また、設定変更モードへ移行した場合は、設定変更モードを終了するまで運転スイッチをオンに

しても運転をおこないません。ユーザー設定モード中のエラー表示は、通常モードに切り替わっ

た時点で表示します。 

 

通常モードへの移行は「Ｌｉｓｔ＊」表示時に▼＋ＥＮＴを５秒間押します。 

約１８０秒間ボタン操作がおこなわれなければ、自動的に通常モードに戻ります。 

 

ユーザー設定モードへの移行方法および設定項目の推移は次の通りです。 

 

表示形式 内容 

List1
          ENT>>

 

パワーコンディショナ間の通信および、計測システムの設定 

▼ボタンにて List2、▲ボタンにて List3 に移行する 

List2
          ENT>>

 

連系保護装置および運転状態に関する設定 

▼ボタンにて List3、▲ボタンにて List1 に移行する 

List3
          ENT>>

 

その他の設定および、各種リセット操作 

▼ボタンにて List1、▲ボタンにて List2 に移行する 

ｾｯﾃｲｷﾝｼ
ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁON

 

「設定項目表示」時に運転スイッチオン状態でＥＮＴを押した

場合に表示 

表示中はＥＳＣボタンのみ有効 

３秒経過後にボタンを押す前の「設定項目表示」に戻る 

ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ

 

各設定を確定後に表示 

表示中はボタン操作無効 

ＲＯＭ保存完了後、設定した「設定項目表示」に戻り、設定値

が更新される 
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5.3.1 「Ｌｉｓｔ１」の設定 

 

List1
          ENT>>

List2
          ENT>>

List3
          ENT>>

ｼﾞｷ ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ
              XX

ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
       XXXXXXXXXX

ﾊﾟﾜｺﾝ ﾀﾞｲｽｳ
              XX

ｷｵﾝｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
       XXXXXXXXX 

ﾆｯｼｬｹｲ ｾｯﾃｲ
          X.XXmV

↓▼↑▲

＜通常モード＞

ENT→
←ESC

▼+ENT
5秒押し

ﾊﾟﾜｺﾝ台数

通信ｱﾄﾞﾚｽ

日射計有無

気温計有無

日射計設定

↓▼↑▲

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ﾊﾟﾜｺﾝ ﾀﾞｲｽｳ
               1

ﾊﾟﾜｺﾝ ﾀﾞｲｽｳ
              20

▼　▲

ｼﾞｷ ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ
               1

ｼﾞｷ ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ
              20

▼　▲

ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
       ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ

ﾆｯｼｬｹｲ ｾｯﾃｲ
          X.XXmV

ﾆｯｼｬｹｲ ｾｯﾃｲ
          X.XXmV

▼　▲

ｷｵﾝｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
       ｷｵﾝｹｲ  ｱﾘ  

ｷｵﾝｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
       ﾖﾋﾞ2   ｱﾘ

▼　▲ ｷｵﾝｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
              ﾅｼ

▼　▲

ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ   
       ﾖﾋﾞ1   ｱﾘ

ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
              ﾅｼ

▼　▲▼　▲

ENTで確定
（点滅→点灯）

ENTで確定
（点滅→点灯）

一桁毎に設定
ENTで確定
（点滅→点灯）

＜設定変更モード＞各種設定変更は運転スイッチオフ時のみ有効

ｾｯﾃｲｷﾝｼ
ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁON

ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ

＜設定項目表示＞＜ユーザー設定モード＞

各設定を確定後に表示
ROM保存完了後、設定項目表示に戻る

運転スイッチオン時に設定項目ENTにて選択した際に表示
3秒間経過後、またはESCにて設定項目表示」に戻る

出荷時設定

 
 

 「Ｌｉｓｔ１」表示時にＥＮＴボタンを押すと「パワコン台数設定」に移行し、▼ボタンを押す

と各種設定項目を順次表示します。 

表示項目の順番および内容は以下の通りです（▲ボタンを押すと逆回りとなります）。 

 

表示形式 内容 

ﾊﾟﾜｺﾝ ﾀﾞｲｽｳ
              XX

 

パワコン台数の設定 

XX＝1～20 

ｼﾞｷ ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ
              XX

 

通信アドレスの設定 

XX＝1～20 

ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
       XXXXXXXXXX

 

日射計有無の設定 

XXXXXXXXXX＝ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ：日射計直接入力 

XXXXXXXXXX＝ﾖﾋﾞ 1  ｱﾘ：ＴＤを介して予備１に入力 

XXXXXXXXXX＝       ﾅｼ：日射計なし 

ﾆｯｼｬｹｲ ｾｯﾃｲ
          X.XXmV

 

日射計定格出力値の設定 

X.XX：6.00～7.99mV（初期値 7.00mV） 

ｷｵﾝｹｲ ｱﾘ/ﾅｼ
       XXXXXXXXX 

 

気温計有無の設定 

XXXXXXXXXX＝ｷｵﾝｹｲ  ｱﾘ：気温計直接入力 

XXXXXXXXXX＝ﾖﾋﾞ 2  ｱﾘ：ＴＤを介して予備２に入力 

XXXXXXXXXX＝       ﾅｼ：日射計なし（初期設定） 
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＜設定変更方法＞ 

各種設定項目表示時にＥＮＴボタンを押すと、設定値選択状態（点滅表示）となります（運転

スイッチオフ時のみ有効です）。この状態で▲ ▼ボタンを押し任意の設定値を選択し、ＥＮＴ

ボタンを押し確定します（点滅が点灯にかわり､「ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ」表示となります）。 

設定項目確定後、自動で各種設定項目に戻ります。 

 

各種設定項目表示時にＥＳＣボタンを押すと「Ｌｉｓｔ１」表示に戻ります。 

 

＜補足説明＞ 

・日射計有無の設定 

「ﾆｯｼｬｹｲ ｱﾘ」 ：日射計を直接入力する場合に選択します。 

         ０～１．４３ｋＷ／ｍ２を１～５Ｖに変換し、データ送信します。 

「ﾖﾋﾞ 1   ｱﾘ」 ：ＴＤを介して４～２０ｍＡを入力する場合に選択します。 

         （予備１入力端子を使用します） 

         ４～２０ｍＡを１～５Ｖに変換し、データ送信します。 

「       ﾅｼ」 ：日射計入力がない場合に選択します。 

 

・日射計定格出力値の設定 

日射計に記載されている定格電圧値を入力します。 

（初期値：７．００ｍＶ 設定可能範囲：６．００～７．９９ｍＶ） 

設定値表示時にＥＮＴボタンを押すと、現在の設定値が表示され、最上位桁が点滅状態とな

ります。この状態で▲ ▼ボタンを押し任意の数値を選択し、ＥＮＴボタンを押すと該当桁

の数値が確定し点滅桁が右へ移動します。同様に３桁の各数値を設定し、最下位桁の数値を

選択しＥＮＴボタンを押して数値を確定すると全桁点滅状態となります。この状態でＥＮＴ

ボタンを押すと点滅が点灯に変わり設定変更が完了します。 

設定変更後、自動で各種項目表示に戻ります。 

＊設定変更完了前にＥＳＣボタンを押すと、設定変更はキャンセルされます。 

 

・気温計有無の設定 

「ｷｵﾝｹｲ  ｱﾘ」 ：気温計を直接入力する場合に選択します。 

         －２０～＋１００℃を１～５Ｖに変換し、データ送信します。 

「ﾖﾋﾞ 2   ｱﾘ」 ：ＴＤを介して４～２０ｍＡを入力する場合に選択します。 

         （予備２入力端子を使用します） 

         ４～２０ｍＡを１～５Ｖに変換し、データ送信します。 

「       ﾅｼ」 ：気温計入力がない場合に選択します。 
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5.3.2 「Ｌｉｓｔ２」の設定 

 

ﾌｯｷｼﾞｶﾝ
            XXXs

↓▼↑▲

＜通常モード＞

ENT→
←ESC

▼+ENT
5秒押し

＜ユーザー設定モード＞

ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ ﾕｳｺｳ
             XXX

UVR ｾｲﾃｲﾁ
            XXXV 

OVR ｾｲﾃｲﾁ
            XXXV 

UFR ｾｲﾃｲﾁ
          XX.XHz

OFR ｾｲﾃｲﾁ
          XX.XHz 

UVR ｾｲﾃｼﾞｶﾝ
            X.Xs 

OVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            X.Xs 

UFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            X.Xs

OFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            X.Xs 

ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ
           XXdeg 

ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ
             XXX 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ           
ｾｲｷﾞｮON/OFF  XXX

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  XXXV 

ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ 
            XXXV 

復帰時間

UVR整定値

OVR整定値

UFR整定値

OFR整定値

UVR整定時間

OVR整定時間

UFR整定時間

OFR整定時間

受動検出ﾚﾍﾞﾙ

能動検出ﾚﾍﾞﾙ

自動電圧調整
制御ｵﾝ/ｵﾌ

自動電圧調整
制御電圧

起動電圧

手動復帰

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ﾌｯｷｼﾞｶﾝ
              0s

ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ ﾕｳｺｳ
              ON

UVR ｾｲﾃｲﾁ
            160V 

OVR ｾｲﾃｲﾁ
            220V 

UFR ｾｲﾃｲﾁ(57.0)
          47.5Hz

OFR ｾｲﾃｲﾁ(60.5)
          50.5Hz 

UVR ｾｲﾃｼﾞｶﾝ
            0.5s 

OVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            0.5s 

UFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            0.5s 

OFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            0.5s 

ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ
            5deg 

ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ
              ON 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮON/OFF   ON

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  212V 

ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ 
            275V 

ﾌｯｷｼﾞｶﾝ
            150s

ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ ﾕｳｺｳ
             OFF

UVR ｾｲﾃｲﾁ
            170V 

OVR ｾｲﾃｲﾁ
            225V 

UFR ｾｲﾃｲﾁ(58.5)
          48.5Hz

OFR ｾｲﾃｲﾁ(61.0)
          51.0Hz 

UVR ｾｲﾃｼﾞｶﾝ
            1.0s 

OVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            1.0s 

UFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            1.0s 

OFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            1.0s 

ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ
           10deg 

ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ
             OFF 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮON/OFF  OFF

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  215V 

ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ 
            330V 

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  223V 

ﾌｯｷｼﾞｶﾝ
            250s

UVR ｾｲﾃｲﾁ
            175V 

OVR ｾｲﾃｲﾁ
            230V 

UFR ｾｲﾃｲﾁ(59.0)
          49.0Hz

OFR ｾｲﾃｲﾁ(61.5)
          51.5Hz 

UVR ｾｲﾃｼﾞｶﾝ
            1.5s 

OVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            1.5s 

UFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            1.5s 

OFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            1.5s 

ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ
           20deg 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  218V 

ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ 
            440V 

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  226V 

ﾌｯｷｼﾞｶﾝ
            300s

UVR ｾｲﾃｲﾁ
            180V 

OVR ｾｲﾃｲﾁ
            240V 

UFR ｾｲﾃｲﾁ(59.5))
          49.5Hz

OFR ｾｲﾃｲﾁ(62.0)
          52.0Hz 

UVR ｾｲﾃｼﾞｶﾝ
            2.0s 

OVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            2.0s 

UFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            2.0s 

OFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            2.0s 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  220V 

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  229V 

▼　▲▼　▲

▼　▲

＜設定変更モード＞各種設定変更は運転スイッチオフ時のみ有効

ｾｯﾃｲｷﾝｼ
ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁON

ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ 各設定を確定後に表示
ROM保存完了後、設定項目表示に戻る

運転スイッチオン時に設定項目ENTにて選択した際に表示
3秒間経過後、またはESCにて設定項目表示」に戻る

↓▼↑▲

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ             
ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮﾁ XX%

自動電圧調整
出力制御値

ENT→
←ESC

▼　▲

＜設定項目表示＞

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ           
ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮﾁ 10%

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ            
ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮﾁ  0%

List1
          ENT>>

List2
          ENT>>

List3
          ENT>>

ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ
             OFF 

▼　▲

出荷時設定

上記部分はENTで確定（点滅→点灯）
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「Ｌｉｓｔ２」表示時にＥＮＴボタンを押すと「復帰時間設定」に移行し、▼ボタンを押すと各種設

定項目を順次表示します。 

表示項目の順番および内容は以下の通りです（▲ボタンを押すと逆回りとなります）。 

 

表示形式 内容 

ﾌｯｷｼﾞｶﾝ
            XXXs

 

復帰時間の設定 

ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ ﾕｳｺｳ
             XXX

 
手動復帰の設定 

UVR ｾｲﾃｲﾁ
            XXXV 

 

ＵＶＲ整定値の設定 

OVR ｾｲﾃｲﾁ
            XXXV 

 

ＯＶＲ整定値の設定 

UFR ｾｲﾃｲﾁ
          XX.XHz

 

ＵＦＲ整定値の設定 

OFR ｾｲﾃｲﾁ
          XX.XHz 

 

ＯＦＲ整定値の設定 

UVR ｾｲﾃｼﾞｶﾝ
            X.Xs 

 

ＵＶＲ整定時間の設定 

OVR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            X.Xs 

 

ＯＶＲ整定時間の設定 

UFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            X.Xs

 

ＵＦＲ整定時間の設定 

OFR ｾｲﾃｲｼﾞｶﾝ
            X.Xs 

 

ＯＦＲ整定時間の設定 

ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂﾄﾘｶﾞ
           XXdeg 

 

受動検出トリガレベルの設定 

ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ
             XXX 

 

能動検出オン／オフの設定 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ           
ｾｲｷﾞｮON/OFF  XXX

 

自動電圧調整制御オン／オフの設定 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ
ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｱﾂ  XXXV 

 

自動電圧調整制御電圧の設定 

ｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂﾁｮｳｾｲ             
ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮﾁ XX%

 

自動電圧調整出力制御値の設定 

ＸＸ：10％（初期値）、0％（ＪＥＴ試験時） 

ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ 
            XXXV 

 

 

起動電圧の設定 
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＜設定変更方法＞ 

各種設定項目表示時にＥＮＴボタンを押すと、設定値選択状態（点滅表示）となります（運転

スイッチオフ時のみ有効です）。 

この状態で▲ ▼ボタンを押し任意の設定値を選択し、ＥＮＴボタンを押し確定します（点滅

が点灯にかわり､「ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ」表示となります）。 

設定項目確定後、自動で各種設定項目に戻ります。 

 

各種設定項目表示時にＥＳＣボタンを押すと「Ｌｉｓｔ２」表示に戻ります。 

 

 

5.3.3 「Ｌｉｓｔ３」の設定 

 

↓▼↑▲

＜通常モード＞

ENT→
←ESC

▼+ENT
5秒押し

＜ユーザー設定モード＞

ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ
          X ｾｯﾃﾝ

OVGRﾄﾞｳｻ
          X ｾｯﾃﾝ

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
ﾌﾟﾘｾｯﾄ XXXXXXkWh

OVGR ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ
             XXX

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ 
ﾘｾｯﾄ       ENT>>

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

ENT→
←ESC

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

▼　▲

ENTで確定
（点滅→点灯）

＜設定変更モード＞各種設定変更は運転スイッチオフ時のみ有効

ｾｯﾃｲｷﾝｼ
ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁON

ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ 各設定を確定後に表示
ROM保存完了後、設定項目表示に戻る

運転スイッチオン時に設定項目ENTにて選択した際に表示
3秒間経過後、またはESCにて設定項目表示」に戻る

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ ｸﾘｱ
           ENT>>

ﾊﾟﾜｺﾝｼﾞｭﾐｮｳ ﾘｾｯﾄ
           ENT>>

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ON/OFF
             XXX

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ｷﾘｶｴ
            XXXX

ﾘｷﾘﾂ ｾｯﾃｲ
            X.XX

CPU1 Ver X.XH
CPU2 Ver X.XH

外部停止

積算電力ﾘｾｯﾄ

積算電力
ﾌﾟﾘｾｯﾄ

履歴ｸﾘｱ

ﾊﾟﾜｺﾝ寿命ﾘｾｯﾄ

自立運転
ｵﾝ/ｵﾌ

ＯＶＧＲ

OVGR
手動復帰

自立運転切替
自動/手動

力率設定

CPU Ver

ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ
          A ｾｯﾃﾝ

ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ
          b ｾｯﾃﾝ

OVGRﾄﾞｳｻ
          A ｾｯﾃﾝ

OVGRﾄﾞｳｻ
          b ｾｯﾃﾝ

OVGR ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ
              ON

OVGR ｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ
             OFF

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ ﾘｾｯﾄ
>>>>>ENTﾅｶﾞｵｼ5s

確認表示

ENT５秒押し→
ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ 
           CLEAR 確定

ESC

一桁毎に設定
ENTで確定
（点滅→点灯）

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ ｸﾘｱ
>>>>>ENTﾅｶﾞｵｼ5s

確認表示

ENT５秒押し→ ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ  
           CLEAR 確定

ESC

ﾊﾟﾜｺﾝｼﾞｭﾐｮｳ ﾘｾｯﾄ
>>>>>ENTﾅｶﾞｵｼ5s

確認表示

ENT５秒押し→ ﾊﾟﾜｺﾝｼﾞｭﾐｮｳ 
           CLEAR

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ON/OFF
              ON

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ON/OFF
             OFF

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ｷﾘｶｴ
           ｼﾞﾄﾞｳ

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ｷﾘｶｴ
           ｼｭﾄﾞｳ

ﾘｷﾘﾂ ｾｯﾃｲ
            0.80

ﾘｷﾘﾂ ｾｯﾃｲ
            1.00

一桁毎に設定
ENTで確定
（点滅→点灯）

ENTで確定
（点滅→点灯）

ENTで確定
（点滅→点灯）

↓▼↑▲

ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ

ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ

ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ

＜設定項目表示＞

List1
          ENT>>

List2
          ENT>>

List3
          ENT>>

ENT→
←ESC

▼　▲
ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮｾｯﾃｲ
             XXX

出力制御
ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮｾｯﾃｲ
              ON

ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮｾｯﾃｲ
             OFF

ENTで確定
（点滅→点灯）

ENT→
←ESC

▼　▲ﾈｯﾄﾜｰｸ ｶﾝｷｮｳ
              XX

ﾈｯﾄﾜｰｸ環境
ﾈｯﾄﾜｰｸ ｶﾝｷｮｳ
              ｱﾘ

ﾈｯﾄﾜｰｸ ｶﾝｷｮｳ
              ﾅｼ

ENTで確定
（点滅→点灯）

ENT→
←ESC

▼　▲ｼｽﾃﾑ ﾖｳﾘｮｳ
         XXXXkW

システム容量
ｼｽﾃﾑ ﾖｳﾘｮｳ
         XXXXkW

ｼｽﾃﾑ ﾖｳﾘｮｳ
         XXXXkW

一桁毎に設定
ENTで確定
（点滅→点灯）

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
ﾌﾟﾘｾｯﾄ XXXXXXkWh

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
ﾌﾟﾘｾｯﾄ XXXXXXkWh

出荷時設定

確定

ESC
 ﾊﾟﾜｺﾝｼﾞｭﾐｮｳﾖｺｸ
   ｴﾗｰ ﾐｹﾝｼｭﾂ

ﾊﾟﾜｺﾝ寿命予告 
未検出時ENT→

←ESC

  ﾘｾｯﾄｿｳｻ ｦ
  ｵｺﾅｯﾃｸﾀﾞｻｲ 確定

ESC
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 「Ｌｉｓｔ３」表示時にＥＮＴボタンを押すと「外部停止接点の設定」に移行し、▼ボタンを

押すと各種設定項目を順次表示します。 

表示項目の順番および内容は以下の通りです（▲ボタンを押すと逆回りとなります）。 

 

表示形式 内容 

ｶﾞｲﾌﾞﾃｲｼ
          X ｾｯﾃﾝ

 

外部停止接点の設定 

OVGRﾄﾞｳｻ
          X ｾｯﾃﾝ

 

ＯＶＧＲ動作の設定 

外部無電圧接点の閉にて停止：A セッテン（ａ接点動作） 

外部無電圧接点の開にて停止：b セッテン（ｂ接点動作） 

OVGRｼｭﾄﾞｳﾌｯｷ
             XXX

 

ＯＶＧＲによる手動復帰有効／無効の設定 

「ＯＶＧＲによる手動復帰」の設定は、Ｌｉｓｔ２の「手動復帰」

有効時のみ可能です。 

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
ﾘｾｯﾄ       ENT>>

 

積算電力量リセット 

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ
ﾌﾟﾘｾｯﾄ  XXXXXXkWh

 

積算電力量プリセット 

ｲｼﾞｮｳﾘﾚｷ ｸﾘｱ
           ENT>>

 

異常履歴クリア 

ﾊﾟﾜｺﾝｼﾞｭﾐｮｳ ﾘｾｯﾄ
           ENT>>

 

パワコン寿命リセット 

ｼﾞﾘﾂ ｳﾝﾃﾝ ON/OFF
             XXX

 

自立運転有効／無効の設定 

ｼﾞﾘﾂｳﾝﾃﾝ ｷﾘｶｴ
            XXXX

 

自立運転自動／手動の切替設定 

ﾘｷﾘﾂ ｾｯﾃｲ
            X.XX

 

力率の設定「0.80～1.00（0.01 刻み）」 

ｼｭﾂﾘｮｸｾｲｷﾞｮ ｾｯﾃｲ
             XXX

 

出力制御の有効／無効の設定 

ﾈｯﾄﾜｰｸ ｶﾝｷｮｳ
              XX

 

ネットワーク環境の有り／無の設定 

ｼｽﾃﾑ ﾖｳﾘｮｳ
          XXXXkW

 

システム容量の設定 

出力電力４－２０ｍＡ出力のフルスケール値 

他機種（ΣⅢ、オメガ、ガンマ）と通信接続する場合に設定が必要 

CPU1 Ver X.XXH
CPU2 Ver X.XXH

 

ＣＰＵバージョン表示 
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＜設定変更方法＞ 

   「外部停止」「ＯＶＧＲ動作」「ＯＶＧＲによる手動復帰」「自立運転」「自立運転切替」 

 

設定項目表示時にＥＮＴボタンを押すと、設定値選択状態（点滅表示）となります（運転ス

イッチオフ時のみ有効です）。この状態で▲ ▼ボタンを押し任意の設定値を選択し、ＥＮ

Ｔボタンを押し確定します（点滅が点灯にかわり､「ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ」表示となります）。 

設定値変更後、自動で各種設定項目に戻します。 

 「OVGR による手動復帰」の設定は、Ｌｉｓｔ２の「手動復帰」の設定有効時のみ可能です。 

 

「積算電力量リセット」 

積算電力量リセットの「設定項目表示」時にＥＮＴボタンを押すと、確認表示に切り替わり

ます（運転スイッチオフ時のみ有効です）。この状態でＥＮＴボタンを５秒間押し続けると

「ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ CLEAR」の点滅表示となり、リセットが実行されます。 

リセット完了後、ＥＳＣボタンを押し各種項目表示に戻します。 

 

「積算電力量プリセット」 

 積算電力量プリセットの「設定項目表示」時にＥＮＴボタンを押すと、現在の積算電力値

が表示され、最上位桁が点滅状態となります（運転スイッチオフ時のみ有効です）。この状

態で▲ ▼ボタンを押し任意の数値を選択し、ＥＮＴボタンを押すと該当桁の数値が確定し

点滅桁が右へ移動します。同様に６桁の各数値を設定し、最下位桁の数値を選択しＥＮＴボ

タンを押して数値を確定すると全桁点滅状態となります。 

この状態でＥＮＴボタンを押すと点滅が点灯に変わりプリセットが完了します。 

プリセット完了後、自動で各種項目表示に戻します。 

＊プリセット完了前にＥＳＣボタンを押すと、プリセットはキャンセルされます。 

 

「異常履歴クリア」 

履歴クリアの「設定項目表示」時にＥＮＴボタンを押すと、確認表示に切り替わります（運

転スイッチオフ時のみ有効です）。この状態でＥＮＴボタンを５秒間押し続けると「ｲｼﾞｮｳﾘﾚ

ｷ CLEAR」の点滅表示となり、クリアが実行されます。 

クリア完了後、ＥＳＣボタンを押し各種項目表示に戻します。 

 

「パワコン寿命リセット」 

パワコン寿命予告「ｄ０４」が表示された状態で、パワコン寿命リセットの「設定項目表示」

時にＥＮＴボタンを押すと、確認表示に切り替わります（運転スイッチオフ時のみ有効です）。

この状態でＥＮＴボタンを５秒間押し続けると「ﾊﾟﾜｺﾝｼﾞｭﾐｮｳ CLEAR」の点滅表示となり、

寿命予告フラグのみのリセットが実行されます（パワコン稼働時間はリセットされません）。 

リセット完了後、ＥＳＣボタンを押し各種項目表示に戻します。 

パワコン稼働時間が整定値を超えていない状態で、パワコン寿命リセットの「設定項目表示」

時にＥＮＴボタンを押すと、パワコン寿命予告が未検出であることを知らせる画面に切り替

わります。この状態で３秒経過またはＥＳＣボタンにて「設定項目表示」に戻します。 
 
 

「力率」（無効電力出力制御（力率制御）機能） 

※電力系統の電圧上昇が問題になる場合には、力率を調整することにより、運転時の電圧上 

昇が軽減されます。本機能を使用すると、表示部で設定した力率で一定運転しますが、皮

相電力が増加しますので、変換効率が低下します。また、パワーコンディショナの皮相電

力出力が１０ｋＶＡに達すると、出力が制限されます。 

※力率設定には、電力会社からの指定値を入力してください。設定範囲は「0.80～1.00」で

0.01 刻みとなります。運転時の力率は、表示部で確認できます（5.2 項を参照ください）。 

※力率設定後は、設定値が分かるように「現地試運転調整報告書」等に記録を残してください。 
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力率の「設定項目表示」時にＥＮＴボタンを押すと、現在の力率設定値が表示され、最上位

桁が点滅状態となります（運転スイッチオフ時のみ有効です）。この状態で▲ ▼ボタンを押

し任意の数値を選択し、ＥＮＴボタンを押すと該当桁の数値が確定し点滅桁が右へ移動しま

す。同様に小数点 2 桁の各数値を設定し、最下位桁の数値を選択しＥＮＴボタンを押して数

値を確定すると全桁点滅状態となります。この状態でＥＮＴボタンを押すと点滅が点灯に変

わり力率設定が完了します。力率設定完了後、自動で各種項目表示に戻します。 

＊力率設定完了前にＥＳＣボタンを押すと、力率設定はキャンセルされます。 

 

「出力制御」 

 ※出力制御ユニットを用いることにより、外部指令に対して出力電力を制御することができ 

  ます。※出力電力は 0～100%の 1%刻みで、変化時間は 5～10 分の 1 分刻みで設定可能です。 

 （設定は出力制御ユニットでおこないます。） 

 

設定項目表示時にＥＮＴボタンを押すと、設定値選択状態（点滅表示）となります（運転ス

イッチオフ時のみ有効です）。この状態で▲ ▼ボタンを押し ON または OFF を選択し、Ｅ

ＮＴボタンを押し確定します（点滅が点灯にかわり､「ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ」表示となります）。 

設定値保存後、「ﾘｾｯﾄｿｳｻ ｦ ｵｺﾅｯﾃｸﾀﾞｻｲ」表示となり、リセット操作が必要であることを知ら

せる画面表示となります。 

出力制御を「有効」に設定したい場合は ON に設定します。 

設定値変更後、ＥＳＣボタンを押し各種項目表示に戻します。 

 

※出力制御の設定変更は、直流ブレーカおよび交流ブレーカをオフし、再起動後に有効とな

ります。 

※出力制御を「無効」に設定した場合は出力制御ユニットを接続しないでください。出力制

御ユニットを接続しますと、パワーコンディショナが「Ｆ１２：出力制御設定異常」によ

り停止します。 

    ※出力制御ありのシステムでは出力制御を「有効」に、出力制御なしのシステムでは出力制 

     御を「無効」に設定してください。設定を間違えるとパワーコンディショナが正常に動作 

     しない恐れがありますので、十分注意してください。 

 

「ネットワーク環境」 

 ※ネットワーク（インターネット）環境の有無を設定することができます。 

 ※ネットワーク（インターネット）環境のないシステムの場合は、外部メモリ機能等により 

  出力制御ユニットに固定スケジュールを保存し、保存した固定スケジュールにて動作する 

  ことができます。 

 ※出力制御設定有効かつ親機設定（自機通信アドレス１）のみ設定画面を表示します。 

 

設定項目表示時にＥＮＴボタンを押すと、設定値選択状態（点滅表示）となります（運転ス

イッチオフ時のみ有効です）。この状態で▲ ▼ボタンを押しｱﾘまたはﾅｼを選択し、ＥＮＴボ

タンを押し確定します（確定後は「ROM ｶｷｺﾐﾁｭｳ」表示に切り替わります）。 

インターネット契約がない場合はﾅｼに設定します。 

設定値変更後、自動で各種設定項目に戻します。 

※インターネット契約がない場合に ON 設定では、常時「ｄ０７：固定スケジュール動作」

を発報することになります。 
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「システム容量」 

   システム容量の設定値は、出力電力４－２０ｍＡ出力のフルスケール値となります。 

   初期値は１０ｋＷ×パワコン台数です。 

   ラインバックαⅣのみのシステム構成の場合は設定する必要はありませんが、他容量（ライ

ンバックΣⅢ、ラインバックオメガ等）と組み合わせた場合には、システム容量＝１０ｋＷ

×パワコン台数とならないため、個別に設定をおこなう必要があります。 

     

    システム容量表示時にＥＮＴボタンを押すと、現在のシステム容量が表示され、最上位桁が

点滅状態となります（運転スイッチオフ時のみ有効です）。この状態で▲ ▼ボタンを押し任

意の数値を選択します。ＥＮＴボタンを押すと該当桁の数値が確定し点滅桁が右へ移動しま

す。同様に４桁の各数値を設定します。 

    最下位桁の数値を選択しＥＮＴボタンを押して数値を確定すると全桁点滅状態となります。 

    ＊設定完了前にＥＳＣボタンを押すと、設定はキャンセルされます。 

    ＊「００００」に設定すると初期値（１０ｋＷ×パワコン台数）に戻ります。 

 

「ＣＰＵバージョン表示」 

ＣＰＵバージョン表示をおこないます。 

 

各種設定項目表示時にＥＳＣボタンを押すと「Ｌｉｓｔ３」表示に戻ります。 

 

 5.4 リセット操作モード 

  表示操作によりパワコンをリセット及び停止させる場合は、リセットモードに移行します。 

   

  リセットモードへの移行は通常モード時に▲＋▼＋ＥＮＴ＋ＥＳＣを５秒間押します。 

   

  ▼ボタンを押すと各種設定項目を下表のように順次表示します（▲ボタンを押すと逆回り）。 

  各種設定値表示中にＥＮＴボタンを押すことにより、選択した動作を実行します（運転スイッチ

オフの状態でのみ有効） 

 

表示形式 内容 

CPUﾘｾｯﾄ Ready?
           ENT>>

 

CPU をリセットします 

ｼｬﾝﾄﾄﾘｯﾌﾟ Ready?
            ENT>>

 

直流ブレーカをトリップさせます 

ｾｯﾃｲｷﾝｼ
ｳﾝﾃﾝｽｲｯﾁON

 

各リセット設定時に運転スイッチオン状態でＥＮＴを押した場

合に表示する 

表示中はＥＳＣボタンのみ有効 

３秒経過後にボタンを押す前の「設定項目表示」に戻る 

  ※本操作を実行する際は、必ずパワーコンディショナを一旦停止してください。 



‐51‐ 

 

６．トラブルシューティング 

 

 

エラーコード表示 内   容 処   置 

Ａ０１ 

（交流不足電圧） 

系統側の電圧低下によりパワーコンデ

ィショナ内部の連系保護機能が動作し

て、停止しています。 

・パワーコンディショナ内蔵の交流出力

ブレーカ、交流分電盤のパワーコンデ

ィショナに関係するブレーカがすべ

てＯＮであることを確認してくださ

い。 

 全てのブレーカがＯＮである場合は、

系統側の電圧が正常に戻ると自動的

に運転を再開しますので、そのまま様

子を見てください。解除されない場合

には、販売店または最寄りの営業所ま

でご連絡ください。 

Ａ０２ 

（交流過電圧） 

系統側の電圧上昇によりパワーコンデ

ィショナ内部の連系保護機能が動作し

て、停止しています。 

・系統側の電圧が正常に戻ると自動的に

運転を再開しますので、そのまま様子

を見てください。解除されない場合に

は、販売店または最寄りの営業所まで

ご連絡ください。 

Ａ０３ 

（不足周波数） 系統側の周波数低下または上昇により

パワーコンディショナ内部の連系保護

機能が動作して、停止しています。 

・系統側の周波数が正常に戻ると自動的

に運転を再開しますので、そのまま様

子を見てください。解除されない場合

には、販売店または最寄りの営業所ま

でご連絡ください。 

Ａ０４ 

（過周波数） 

Ａ０５ 

（受動検出） パワーコンディショナの保護機能が動

作して、停止しています。 

・そのまま、様子を見てください。症状

が変わらない場合には、販売店または

最寄りの営業所までご連絡ください。 
Ａ０６ 

（能動検出） 

Ａ０８ 

（相回転異常） 

パワーコンディショナの相回転が正し

く接続されていません。 

・パワーコンディショナの相回転を正し

く接続してください。 

Ａ０９ 

（接地相異常） 

パワーコンディショナのＶ相が系統側

の接地相に接続されていません。 

・パワーコンディショナのＶ相を系統側

の接地相に接続してください。 

Ａ１１ 

（自動電圧調整） 

系統電圧が上昇し、パワーコンディシ

ョナの保護機能が動作しています。 

・系統側の電圧が正常に戻れば、自動的

に保護機能は解除されます。解除され

ない場合には、販売店または最寄りの

営業所までご連絡ください。 

Ａ１２ 

（再投入待ち） 

手動復帰有効設定時に系統の異常が回

復し、再投入待ち状態になっています。 

・運転スイッチを「停止」にし、保持を

解除してください。 

Ａ１３ 

（ＯＶＧＲ動作） 

直流地絡過電圧継電器（ＯＶＧＲ）が

動作し運転を停止しています。 

・そのまま様子を見てください。 

解除されない場合には、販売店または

最寄りの営業所までご連絡ください。 

Ａ１４ 

（固定ｽｹｼﾞｭｰﾙ終了） 

出力制御ユニットのスケジュール情報

が不足して、パワーコンディショナが

停止しています。 

・出力制御ユニットのスケジュール情報

を更新してください。 
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エラーコード表示 内   容 処   置 

Ｅ０１ 

（直流過電圧） 

太陽電池電圧が上昇した結果、パワー

コンディショナの保護機能が動作し

て、停止しています。 

・パワーコンディショナの直流入力電圧
を確認し、６６６Ｖを超えていれば、
太陽電池の接続をチェックしてくださ
い。６５０Ｖ以下連続１０分間で異常
は解除されます。 

Ｅ０２ 

（交流過電流） 

パワーコンディショナの保護機能が動

作して、停止しています。 

・直流入力ブレーカ、交流出力ブレーカ
をＯＦＦして表示部の表示が消えてか
ら再度運転してください。症状が変わ
らない場合には、販売店または最寄り
の営業所までご連絡ください。 

・自立負荷が過負荷になっていないか確
認してください。（定格１．５ｋＶＡ） 

Ｅ０３ 

（同期異常） 

パワーコンディショナの保護機能が動

作して、停止しています。 

・パワーコンディショナが周波数を正し
く認識していません。直流入力ブレー
カ、交流出力ブレーカをＯＦＦして、
表示部の表示が消えてから再度交流出
力ブレーカから先にＯＮして試運転を
おこなってください。症状が変わらな
い場合には、販売店または最寄りの営
業所までご連絡ください。 

Ｅ０４ 

（ＩＮＶ温度異常） 

パワーコンディショナ内の温度が上昇

したため、保護機能が動作して、停止

しています。 

・パワーコンディショナの底面の吸気
口、側面の排気口に異物等の存在がな
いか確認してください。 

・パワーコンディショナ内部のフィルタ
または底面のフィルタにホコリが溜ま
っていないか確認してください。ホコ
リが溜まっている場合は、ホコリを取
り除いてください（8.1 フィルタ清掃
手順を参照してください）。 

・吸気温度が５０℃以下であることを確
認してください。 

・パワーコンディショナの内部攪拌ファ
ンが正常に動作していることを確認し
てください。 

・直流入力ブレーカ、交流出力ブレーカ
をＯＦＦして、表示部の表示が消えて
から再度交流出力ブレーカから先にＯ
Ｎして試運転をおこなってください。
症状が変わらない場合には、販売店ま
たは最寄りの営業所までご連絡くださ
い。 

Ｅ０５ 

（昇圧過電圧） 

パワーコンディショナの保護機能が動

作して、停止しています。 

・直流入力ブレーカ、交流出力ブレー

カをＯＦＦして表示部の表示が消え

てから再度運転してください。症状

が変わらない場合には、販売店また

は最寄りの営業所までご連絡くださ

い。 

Ｅ０６ 

（直流検出） 

Ｅ０７ 

（地絡検出） 

Ｅ０８ 

（自立過電圧） 

Ｅ０９ 

（地絡検出異常） 

Ｅ１０ 

（ｲﾝﾊﾞｰﾀ過電圧） 
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エラーコード表示 内   容 処   置 

Ｅ１１ 

（直流回路異常） 
パワーコンディショナの保護機能が動

作して、停止しています。 

・直流入力ブレーカ、交流出力ブレー

カをＯＦＦして表示部の表示が消え

てから再度運転してください。症状

が変わらない場合には、販売店また

は最寄りの営業所までご連絡くださ

い。 

Ｅ１２ 

（ｲﾝﾊﾞｰﾀ不足電圧） 

Ｅ１５ 

（外部停止） 

外部より、停止信号が入力されていま

す。 

・外部からの停止信号を解除してくだ

さい。 

・外部停止の設定（ａ、ｂ接点）が正

しいか確認してください 

Ｅ１９ 

（遮断装置異常） 

パワーコンディショナの連系リレーま

たは自立リレーの異常です。 

・販売店または最寄りの営業所までご

連絡ください。 

Ｅ２１ 

（温度検出器異常） 

パワーコンディショナの温度検出器の

異常です。 

・販売店または最寄りの営業所までご

連絡ください。 

ｄ０２ 

（高温時出力制限） 

パワーコンディショナの内部温度が上

昇し、出力を低減しながら運転してい

ます。 

・パワーコンディショナの底面の吸気

口、側面の排気口に異物等の存在がな

いか確認してください。 

・パワーコンディショナ内部のフィルタ

または底面のフィルタにホコリが溜ま

っていないか確認してください。ホコ

リが溜まっている場合は、ホコリを取

り除いてください（8.1 フィルタ清掃

手順を参照してください）。 

・吸気温度が４０℃以下であることを確

認してください。 

・パワーコンディショナの内部攪拌ファ

ンが正常に動作していることを確認し

てください。 

※直射日光や太陽電池電圧などの影響

によりパワーコンディショナ内部の温

度が上昇する場合、早めに出力を制限

することがあります。 

ｄ０４ 

（ﾊﾟﾜｺﾝ交換予告） 

パワーコンディショナの稼働時間が１

３年を経過しました。 

・販売店または最寄りの営業所までご

連絡ください。 

ｄ０５ 

（フィルタ清掃） 

パワーコンディショナ内部のフィルタ

または底面のフィルタにホコリが溜ま

っている可能性があります、 

・パワーコンディショナの底面の吸気

口、側面の排気口に異物等の存在がな

いか確認してください。 

・パワーコンディショナ内部のフィルタ

または底面のフィルタにホコリが溜ま

っていないか確認してください。ホコ

リが溜まっている場合は、ホコリを取

り除いてください（8.1 フィルタ清掃

手順を参照してください）。 

・ホコリを取り除いたあと、フィルタ清

掃表示をクリアしてください 

 （5.2.8＜フィルタ清掃リセット＞を参

照してください）。 
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エラーコード表示 内   容 処   置 

ｄ０６ 

（出力制御動作中） 

パワーコンディショナが出力制御値を

受信して動作しています。 

・問題のない動作です。そのまま様子を

見てください。 

ｄ０７ 

（固定ｽｹｼﾞｭｰﾙ動作） 

出力制御ユニットがインターネットに

接続していない可能性があります。 

電力サーバが停止している可能性があ

ります。 

・インターネットのＬＡＮケーブルが

接続されているかどうか確認してく

ださい。 

・販売店または最寄りの営業所までご

連絡ください。 

ｄ０８ 

（固定ｽｹｼﾞｭｰﾙ終了

予告） 

固定スケジュールの残り日数が、出力

制御ユニットに設定した日数に達し、

固定スケジュール終了に近づいていま

す。 

・スケジュール情報を更新してくださ

い。 

ｄ０９ 

（冗長異常） 

出力制御ユニットを２個以上設置して

いる場合、１つ以上の出力制御ユニッ

トが停止しています。 

・販売店または最寄りの営業所までご

連絡ください。 

Ｆ０１ 

（４８５通信異常） 

（リトライ中） 

４８５通信のリトライ中です。 

パワーコンディショナ間や、計測用パ

ソコンとのデータ通信が正常にできて

いない場合も発報します。 

・通信用接続線の接続が正しくおこな

われているか確認してください。パ

ワーコンディショナ複数台設置の場

合は、「Ｓ＋」、「Ｓ－」、「ＳＧ」がパ

ワーコンディショナどうしで正しく

接続されているか確認してくださ

い。 

・計測用パソコンがあり、ＲＳ４８５

／２３２Ｃ変換器が使用されている

場合は、変換器の取扱説明書に従っ

て確認してください。ＲＳ４８５通

信における非反転が「Ｓ＋」、反転が

「Ｓ－」、グランドが「ＳＧ」に相当

します。 

・全てのパワーコンディショナおよび

計測用パソコンにおいて通信設定が

正しくおこなわれているか確認して

ください。 

・接続や設定が正しくおこなわれ、通

信が正常におこなわれてから約１０

秒でエラーコード表示が解除されま

す。 

Ｆ１０ 

（出力制御通信異常） 

出力制御ユニットとパワーコンディシ

ョナ間のデータ通信が正常にできてい

ません。 

・パワーコンディショナが正しく設定

されているか確認してください。 

・出力制御ユニットが正しく接続され

ているか確認してください。 

・接続や設定が正しくおこなわれ、通

信が正常におこなわれてから約１０

秒でエラーコード表示が解除されま

す。 

・症状が変わらない場合には、販売店

または最寄りの営業所までご連絡く

ださい。 

Ｆ１１ 

（出力制御情報未受信） 

 

出力制御ユニットからの情報が得られ

ていません。 
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症   状 内   容 処   置 

Ｆ１２ 

（出力制御設定異常） 

パワーコンディショナの設定が間違えて

いるため、停止しています。 

・パワーコンディショナの出力制御

設定を「有」にしてください。 

・出力制御が不要なシステムの場合

はパワーコンディショナと出力

制御ユニット間の４８５通信線

を外してください。 

Ｆ１３ 

（内部時計異常） 

出力制御ユニットの時計情報に異常があ

ります。 

・出力制御ユニットが正しく接続さ

れているか確認してください。 

・出力制御ユニットより再度時計情

報を取得してください。 

・ネットワークカードまたは、ネッ

トワークカードのボタン電池を

交換してください。 

・症状が変わらない場合には、販売

店または最寄りの営業所までご

連絡ください。 

系統および太陽電池

電圧が正常であるの

に運転しない。 

朝夕や雨天などの低日射時に、パワーコ

ンディショナが連系運転前に電力を消費

し、最適電圧（４００Ｖ、３００Ｖ、 

２５０Ｖ）を下回ると連系運転しません。 

・十分日射があるときにもう一度確

認してください。 

連系運転時に約２０

分経過すると停止

し、また連系運転を

おこなう。 

パワーコンディショナの直流入力電力が

５００Ｗ以下となり２０分経過すると停

止します。 

・十分日射があるときにもう一度確

認してください。 

表示部のボタンが操

作できない 

正面扉と内部の表示基板との位置が合っ

ていない可能性があります。 

・正面扉を開けて操作をおこなって

ください。 
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７．保護要素の種別、整定値と保護動作 
表１．連系保護機能、系統監視機能 

種 別 整定値 
整定 

時間 

復帰 

時間 

検出 

相数 
エラー 

コード 
復帰条件 

系統異常 

接点出力 

ｹﾞｰﾄ 

ﾌﾞﾛｯｸ 

連系 

RY 
履歴 

１．交流不足電圧 160,170,175,180V 
各種別ごと

に下記より

設定 

 

0.5 秒 

1.0 秒 

1.5 秒 

2.0 秒 

下記より 

一括設定 

(※1) 

  0 秒 

150秒 

250 秒 

300 秒 

および 

手動復帰 

3 A01 

整定値以下となり 

復帰時間経過 

 

手動復帰有効時は 

運転スイッチオフ 

の条件が追加 

○ ○(※3) ○ ○ 

２．交流過電圧 220,225,230,240V 3 A02 ○ ○(※3) ○ ○ 

３．不足周波数 

50Hz:47.5,48.5, 

     49.0,49.5Hz 

60Hz:57.0,58.5, 

     59.0,59.5Hz 

1 A03 ○ ○(※3) ○ ○ 

４．過周波数 

50Hz:50.5,51.0, 

    51.5,52.0Hz 

60Hz:60.5,61.0, 

    61.5,62.0Hz 

1 A04 ○ ○(※3) ○ ○ 

５．交流過電圧（瞬時） 250V 30m 秒以下 2 秒 3 A02 
整定値以下となり 

復帰時間経過 
 ○(※3) ○ ○ 

６．受動的方式 ±0.3%/秒 0.5 秒以下 300 秒 1 A05 復帰時間経過  ○(※3) ○ ○ 

７．能動的方式 ±4.5Hz/秒 0.2 秒以下 300 秒 1 A06(※7) 復帰時間経過  ○(※3) ○ ○ 

８. 相回転異常 － － － － A08   ○(※3) ○ ○ 

９．接地相異常 
Ｖ相－アース間 

AC85V 
4 秒 10 秒 － A09 接地相正常  ○ ○ ○ 

10．自動電圧調整 

  進相無効電力 

  出力制御 

212,215,218,220, 

    223,226,229V 

進相無効電力+2V 
  3 A11 系統電圧正常    ○ 

11．ＯＶＧＲ動作 OR1-OR2信号検出 30m 秒以下 (※5) － A13 －(※6) ○(※4) ○(※3) ○ ○ 

・ゲートブロック欄の○印はゲートブロックが動作することを示し、連系RY欄の○印は連系開閉器を解列することを示す。 
・整定値の下線は、出荷時設定を示します。 

    ※１ 復帰時間中はカウントダウンバー表示、手動復帰時は［Ａ１２］表示（履歴保存をおこなう） 

    ※２ 各異常は、復帰後３秒経過後再連系をおこなう 

 ※３ 自立運転可能 

 ※４ OVGR 手動復帰設定時に出力有効。 

 ※５ OVGR 手動復帰設定の場合、復帰時間中はカウントダウンバー表示、手動復帰時は［Ａ１２］表示（履歴保存をおこなう） 

 ※６ OVGR 解除後の復帰条件は、OVGR 手動復帰設定の場合、手動復帰有効時は復帰時間経過かつ運転スイッチを OFF⇒ON、手動復帰無効時は復帰 

時間経過 

        ※７ 出力 0kW で交流入力を遮断すると A06 で停止する場合があります。 
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表２．パワーコンディショナ保護機能 

種 別 整定値 
整定 
時間 

保護動作 エラー 
コード 

復帰条件 
表示部 
異常 
LED 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ 
異常 

接点出力 

ｹﾞｰﾄ 
ﾌﾞﾛｯｸ 

連系 

RY 
履歴 

１．直流過電圧 666V 0.4 秒 連系遮断、停止 E01 650V 以下連続 10 分 ○ ○ ○ ○ ○ 

２．交流過電流 
140% 0.3 秒 

連系遮断、停止 E02 ホールド ○ ○ ○ ○ ○ 
ﾋﾟｰｸｶｯﾄ信号 1 分 

  交流過電流（自立時） 16A 5 秒 自立運転停止 E02 運転 SW オフまたは系統復電   ○ － ○ 

３．同期異常 60° 5 秒 連系遮断、停止 E03 同期正常 2 秒 ○ ○ ○ ○ ○ 

４．ＩＮＶ温度異常 
主回路変換 
素子:100℃ 
盤内:90℃ 

30m秒以下 
連系遮断、停止 
LBS1 ﾄﾘｯﾌﾟ ※3 

E04 ホールド ○ ○ ○ ○ ○ 

５．昇圧過電圧 
  (各電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ) 

400V 30m秒以下 連系遮断、停止 E05 
1 回目：電圧正常 30 秒 
2 回目：ホールド(※1) 

○ ○ ○ ○ ○ 

６．直流検出 
   (1～9回目) 

0.23A 0.5 秒以下 連系遮断、停止 E06 
1~5 回目：5 秒 
6~8 回目：1 時間 
9 回目：3 時間 

  ○ ○ ○ 

  直流検出(10 回目) 0.23A 0.5 秒以下 連系遮断、停止 E06 ホールド(※1) ○ ○ ○ ○ ○ 

７．地絡検出 100mA 0.1 秒以下 連系遮断、停止 E07 
1 回目：5 秒 

2 回目：ホールド, LBS1 ﾄﾘｯﾌﾟ(※1) 
○ ○ ○ ○ ○ 

８．自立過電圧 125V 70m秒以下 自立運転停止 E08 運転 SW オフまたは系統復電 ○ ○ ○ － ○ 

９．地絡検出異常 
 (直流地絡検出器の異常) 

 － 連系遮断、停止 E09 ホールド ○ ○ ○ ○ ○ 

10．インバータ過電圧 125% 1 秒 連系遮断、停止 E10 
1,2 回目：5 秒 
3 回目：ホールド(※1) 

○ ○ ○ ○ ○ 

11．直流回路異常 
150V 以下 
10A 以上 

0.1 秒 
連系遮断、停止 
LBS1 ﾄﾘｯﾌﾟ 

E11 ホールド ○ ○ ○ ○ ○ 

12．インバータ不足電圧 90% 10 秒 連系遮断、停止 E12 ホールド ○ ○ ○ ○ ○ 

13．遮断装置異常  － 停止 E19 ホールド ○ ○ ○ ○ ○ 

14．温度検出器異常 

 (温度検出器の異常) 
 － 連系遮断、停止 E21 ホールド ○ ○ ○ ○ ○ 

15．高温時出力制限 
主回路変換 
素子 90℃ 

 出力低減(70%) d02 整定値以下 10 分     ○ 

16．変換電力制限 100%(※2) － 変換電力制限 －       

17．直流不足電圧 170V 30m秒以下 連系遮断、停止 － 直流電圧回復   ○ ○  

・ゲートブロック欄の○印はゲートブロックが動作することを示し、連系 RY 欄の○印は連系開閉器を解列することを示す。 

     ※１ 異常から復帰し、再連系後１分以内に再検出すると連続と判断します。  ※２ 入力電圧２８０Ｖ以下の時は低減します。（容量低減特性） 
※３ 主回路変換素子７５℃で内部攪拌ファンが動作します。 

※４ 各異常は、復帰後３秒経過後再連系をおこなう  
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表３．その他保護機能および自己診断機能 

種 別 整定値 保護動作 
ｴﾗｰ 

ｺｰﾄﾞ 
復帰条件 

表示部 

異常 

LED 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

異常 

接点 

出力 

ｹﾞｰﾄ 

ﾌ゙ ﾛｯｸ 

連系 

RY 
履歴 

１．固定ｽｹｼﾞｭｰﾙ終了 
出力制御ﾕﾆｯﾄにて 

判断したﾌﾗｸﾞを受信 
連系遮断、停止(※2) A14 スケジュール更新   ○ ○ ○ 

２．485 通信異常(ﾘﾄﾗｲ中) － － F01 通信正常 10 秒      

３．出力制御通信異常 
出力制御ﾕﾆｯﾄとの 

通信断 280 秒 
連系遮断、停止(※2) F10 通信正常 10 秒 ○ ○ ○ ○ ○ 

４．出力制御情報未受信 出力制御ﾕﾆｯﾄとの通信断 1 分  F11 通信正常      

５．出力制御設定異常 
出力制御「無」設定かつ出力

制御ﾕﾆｯﾄとの通信 70 秒継続 
連系遮断、停止(※2) F12 設定正常   ○ ○ ○ 

６．内部時計異常 出力制御ﾕﾆｯﾄの時計異常 連系遮断、停止(※2) F13 時計正常   ○ ○ ○ 

７．外部停止 S1-S2 信号検出 連系遮断、停止 E15 外部停止信号解除   ○ ○ ○ 

８．パワコン寿命予告 
パワコン稼働時間 

113,880 時間 
 d04 リセット操作(※1)     ○ 

９．フィルタ清掃 
高温時出力制限と 

連動 
 d05 リセット操作     ○ 

10．出力制御動作中 
出力制御値 100%未満 

かつ、出力制御中  d06 出力制御解除      

11．固定ｽｹｼﾞｭｰﾙ動作 
電力ｻｰﾊﾞと出力制御ﾕﾆｯﾄ 

の通信異常  d07 スケジュール更新      

12．固定ｽｹｼﾞｭｰﾙ終了予告 
残日数が出力制御ﾕﾆｯﾄ 

の設定値に到達  d08 スケジュール更新      

13．冗長異常 
出力制御ﾕﾆｯﾄにて判断した 

ﾌﾗｸﾞを受信  d09 冗長正常     ○ 

・ゲートブロック欄の○印はゲートブロックが動作することを示し、連系RY欄の○印は連系開閉器を解列することを示す。 

※１ リセット操作により、寿命予告フラグのみリセットします（パワコン稼働時間はリセットされません）。 

※２ 自立運転は可能 
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８．定期点検について 
 

下の保守点検表にもとづき点検を実施してください。不明な点についてはメーカーに問い合わせ

てください。 

 

分  類 項   目 

区 分 点検周期 

備  考 安 

全 

性 

信 

頼 

性 

性 

 

能 

竣 

工 

時 

日 

 

常 

定 

 

期 

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 外箱の腐食・錆  ○  ○ ○ ○  

 動作時の異音・異臭 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 ファンの動作確認 ○ ○ ○  ○ ○ 内部攪拌ファン 

 
その他動作時の異常 

（外箱温度上昇他） 
○ ○ ○ ○ ○ ○  

 
フィルタのホコリ 

（吸気口および排気口） 
 ○ ○  ○ ○  

 設置環境等 ○ ○  ○ ○ ○  

 盤内の汚れ ○ ○  ○ ○ ○  

 表示部の動作試験   ○ ○ ○ ○  

 端子台部のネジ締付確認 ○  ○ ○  ○  

 配線の損傷・断線 ○  ○ ○  ○  

 絶縁抵抗測定 ○   ○  △  

 保護項目の動作試験 ○  ○   △ メーカーまたは保安協会 

 投入ロック動作試験   ○   △  

 ※日常点検：１ヶ月に１度程度を目安に、主に目視による確認をおこない、異常があれば専門の技術

者や電気工事業者等にご相談ください。 

  定期点検：１年に１度程度を目安に、点検を実施してください。（表中の△の項目につきましては、

４年毎に点検を実施してください。） 

 ※基板にはコーティングを施しているため、温度により黄色く変色することがありますが、性能的に

は問題ありません。 

 

 
部品交換等でやむをえず保護カバーを外す場合のご注意 

 

  

保護カバーを外す場合は、必ずパワーコンディショナを停止し、パワーコンディショナ内蔵の直流

入力ブレーカ、交流出力ブレーカ、交流分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカ、接続箱機能を

使用していない場合は集電箱内の開閉器を全てＯＦＦしてください。パワーコンディショナを停止

しブレーカをＯＦＦしてもパワーコンディショナ内部(電解コンデンサ)に約２０分間は高電圧が残

りますので、２０分経過してから作業を開始してください。保護カバーを取り外した後、はじめに

パワーコンディショナ内蔵の直流入力断路端子を必ずＯＦＦしてから作業をおこなってください。 

※直流入力断路端子にはストッパーが取付けられています。断路操作は直流入力ブレーカをＯＦＦ

しストッパーを取り外したあとにおこなってください。 
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 8.1 フィルタ清掃手順 

  

  ① 吸排気フィルタの固定ネジを外し、吸排気フィルタを取り外します。 

 

  ② 吸排気フィルタを掃除機またはブラシにて掃除します（清掃完了後、元の通り取り付けます）。 

 

※ 盤面・フィルタに触れる際は注意してください。盤面・フィルタが高温になり、やけどの恐れ

があります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 底面図 

 

 

 

排気フィルタ 

（M4 ネジ 4 箇所） 

※対面も同じ 

 

吸気フィルタ 

（M4 ネジ各 4 箇所） 

側面図 正面図 
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９．パワーコンディショナ仕様 
 

9.1 定格 

(1) 共通定格 

①定格入力電圧 ：DC400V 

②最大入力電圧 ：DC650V 

③定格周波数  ：50Hz または 60Hz 

 

(2) 連系運転時定格 

①出力容量   ：10kVA 

②連系系統   ：三相３線式（Ｖ相接地）、AC202V、50Hz または 60Hz 

③電力変換効率 ：96.5%（定格入出力時：JIS C 8961 による、力率 1.0） 

           ※ただし接続箱機能は除く 

④出力基本波力率：0.95 以上（力率調整機能なし、出力 AC202V、12.5～100%出力時） 

⑤高調波電流歪率：総合 5%以下、各次 3%以下 

 

(3) 自立運転時定格 

①出力容量   ：1.5kVA 

②出力電圧   ：単相 AC100V 50Hz または 60Hz  

 

9.2 主回路方式 

(1) インバータ方式  

①連系運転時  ：電圧型電流制御（自励）  

②自立運転時  ：電圧型電圧制御（自励） 

(2) スイッチング方式：正弦波ＰＷＭ方式 

(3) 絶縁方式    ：非絶縁方式（トランスレス） 

 

9.3 制御方式 

(1) 電力制御方式  ：最大出力追従制御（追従範囲 DC200V～550V） 

(2) 補助制御方式  ：自動電圧調整機能 

           進相無効電力制御 

無効電力出力制御（力率調整）機能 

事故時運転継続（ＦＲＴ）機能 

出力制御機能（出力制御ユニットまたはネットワークカードが別途必要） 

 (3) 運転制御方式  ：電圧監視による自動起動 

         電圧および電力監視による自動停止 

 （500W 以下 20 分間経過または DC170V 以下） 

(4) 出力制限機能  ：＜通常モード＞ 

      DC280V 以上では最大出力電力を 10kVA に制限 

          DC280V 未満では最大出力電力を 10kVA 以下に制限（低減） 

 

9.4 制御電源 

(1) インバータ制御用：主回路直流側および交流側 

 

 


